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は じ め に

道徳の特別の教科化に向けては、平成２７年４月１日より、改正学習指導要領の内

容の一部または全部について指導を行うことが可能（移行措置期間）となっており、

小学校は平成３０年度、中学校は平成３１年度から、改正学習指導要領の内容が全面

実施されることとなります。

全面実施に向けての準備期間が、小学校で残り１年、中学校で残り２年と迫ってき

た今、教員一人一人の指導力の向上を図り、各校における道徳教育を充実させること

が、最も大切なことであると考えます。特に道徳の授業においては、年間35単位時間

が確実に確保されるという「量的確保」と、児童生徒が道徳的価値を理解し、これま

で以上に深く考えてその自覚を深めるという「質的転換」がカギになります。

県教育委員会では、これまでも文部科学省の委託を受け、「道徳教育総合支援事業」

を推進し、その成果の普及に努めて参りました。本年度は、昨年度に引き続き、伊勢

崎市立名和小学校、富岡市立南中学校、県立渋川青翠高等学校を研究指定校に位置付

け、学校全体で道徳教育の実践的な研究に取り組んでいただくとともに、研究発表会

を開催していただきました。また、藤岡市教育委員会を指定地域に位置付け、道徳教

育における小中一貫教育の推進に取り組んでいただきました。

この「道徳教育実践事例集」は、平成２８年度の各研究指定校・指定地域の研究内

容の概要や取組をまとめたものです。各学校においては、本事例集を道徳教育の一層

の充実を図る上での参考としていただければ幸いです。

終わりに、本事例集の作成に当たり、御尽力いただきました各研究指定校・指定地

域をはじめとする関係の皆様に心から感謝申し上げます。

平成２９年３月

群馬県教育委員会

義務教育課長 三好 賢治

高校教育課長 山口 政夫
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○研究の概要（伊勢崎市立名和小学校の取組）

１ 教育活動全体を通じて行う道徳教育

○日常における深い児童理解、温かい学級経営を行うなど、いじめの未然防止に努め

るとともに、人権教育講師招聘学習会や講演等を行い、よりよく生きる児童の育成

に努めた。

○全教育活動での道徳教育がその特質に応じて意図的、計画的に推進され、相互に関

連を図れるように、道徳教育全体計画とその別葉、年間指導計画の見直しを行った。

○６年生主体による縦割り（異年齢集団による交流）活動や各種集会、あいさつ運動

や委員会活動、学級での当番・係活動など、自己有用感や自己肯定感をはぐくむ体

験活動などの充実を図った。

２ 「思いや考えを伝え合い、互いに深め合う」道徳の時間の工夫・改善

○道徳教育推進教師が各学年の道徳の時間にＴＴとして支援できるようにするととも

に、各学年の道徳授業日を同じ曜日に設定し、授業づくりや準備・振り返りを一緒

にできるような学年内の協力体制を構築した。

○道徳の時間をより充実させるため、学年部会を組織の中心とし、授業づくり・授業

研究会・授業改善をPDCAサイクルで定期的に行った。

○明確な指導観をもとに教材分析を行い、中心発問から授業構想を行うとともに、話

合いをより活性化するために中心場面に補助発問を位置付けた。また、互いに考え

を深めるための手立てとして、様々な表現活動の工夫を行うことで、道徳的価値に

ついて互いに深め合える授業実践の充実を図った。

○内容項目の４つの視点で色を変え、教材名を書いた「道徳の花」を授業後教室に掲

示し、内容の視覚化・共有化を図ることで、道徳授業の確実な時数確保を組織的に

行った。

３ 家庭・地域との連携

○授業ごとに道徳家庭通信を発行するとともに、授業で使用する振り返りシートに保

護者欄を設置することにより、学校と家庭が双方向で道徳教育に取り組んだ。

○学習参観や学校公開日における積極的な道徳授業公開を行うとともに、保護者参加

型の授業を全クラス意図的に設定した。また、保護者や地域人材・ボランティアに

よる授業協力を効果的に活用することで、家庭・地域への道徳教育啓発に努めた。

４ 研究の成果

○学習指導過程を検討し明確にすることで、全職員に「考えを深めるための工夫」の

共有化を図ることができた。また、本校スタイルの学習指導案の検討、中心発問に

おける「深めるための補助発問」を取り入れることにより、児童が道徳的価値を自

分事として捉え、じっくり考え、思いや考えを互いに深め合うことができた。

○学習指導要領や年間指導計画、全体計画の別葉などに沿った明確な指導観に基づく

略案を作成し、一人２授業の実践、全案を作成しての各学年３授業公開、その後の

学年検討会に取り組み、積み重ねていくことで、授業づくりを核とした研究を進め、

道徳の時間の工夫・改善につなげることができた。

○道徳教育全体計画の別葉を職員室に掲示し、視覚化を図るとともに、実践を基に加

筆・修正を行うことで、他の教育活動との関連を図りながら補充・深化・統合を意

識した道徳授業を構想することができた。

研究指定校・指定地域の取組研究指定校・指定地域の取組
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伊勢崎市立名和小学校の研究内容

１ 学校の概要

学校名 所在地 電話番号 児童数

伊勢崎市立名和小学校 伊勢崎市堀口町502-1 0270－32－0072 ４７１人
いせさきしりつなわしょうがっこう

２ 研究課題

ともによりよく生きようとする児童の育成
－思いや考えを伝え合い、互いに深め合う道徳の時間の工夫・改善を通して－

３ 研究課題の設定理由
道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うという道徳教育の基本的な考

え方を引き継ぎ、道徳教育の趣旨を踏まえた効果的な指導を学校の教育活動全体を通じ

て、より確実に展開することで、教育課程の改善を図っていきたいと考えた。

道徳科の目標に示されているように、よりよく生きるために道徳的価値に向き合い、

いかに生きるかを自ら考え続ける姿勢こそ道徳教育で養う資質であり、道徳的な課題を

一人一人の児童が自分自身の問題と捉え、「考え、議論する道徳」へと転換を図ること

が大切である。

本校の児童は、困っている友達や下級生に優しく声をかけるなど思いやりの気持ちを

もって接し、素直な児童が多い。花壇の花や教材園の野菜などの身近な自然を大切にし

たり、身近な地域の人々と関わったりしながら明るく元気に生活をしている。しかし、

よいと思っていても自分の考えに自信がもてず、積極的な行動につながらないところな

ど、理解した道徳的価値について日常生活に生かし切れない姿も見られる。また、他者

の考えを尊重したり根拠をもって自ら考えたりすることはできてきているが、生活経験

や学習経験と結び付けて自分事として考えるまでには至っていない。さらに、友達の考

えを生かしたり取り入れたりして、これまでの自らの考えを深めることについても十分

とはいえない。

以上のことから、本年度、副主題を「思いや考えを伝え合い、互いに深め合う道徳の

時間の工夫・改善」とし、道徳の時間において、自分の思いや考えを伝え合い、他者の

考えを自らの考えに取り入れたり生かしたりして、他者と関わりながら互いの考えを深

め合う、多面的・多角的に考える話合い活動を取り入れることとした。そして、学習活

動を工夫・改善することによって、「ともによりよく生きようとする児童の育成」を図

っていきたいと考え、本主題を設定した。

４ 研究の概要
(1) 研究のねらい

道徳の時間において、児童一人一人が、自らの思いや考えを伝え合い、他者の考え

を自らの考えに取り入れたり生かしたりして互いに深め合うことにより、多面的・多

角的に考え、他者と関わりながら自己の生き方を見つめ、「ともによりよく生きよう

とする児童」を育成する。

(2) 研究仮説

道徳の時間において、自分の思いや考えを伝え合い、他者の考えを自らの考えに取

り入れたり生かしたりして、多面的・多角的に考える話合い活動を取り入れ、工夫・

改善することによって、他者と関わりながらともによりよく生きようとする児童を育

成することができるであろう。

(3) 研究の内容

① 研修主題「ともによりよく生きようとする児童」の明確化・共有化
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他者との関わりの中でよき人間関係を築き

ながら、他者の思いや考えを理解したり、自

分の考えと比較したりすることで人間として

の生き方についての考えを一層深め、他者と

ともにこれからの自分の生き方をさらに高め

ることができる児童と考えた。

② 思いや考えを伝え合い、互いに深め合う

ための道徳の時間の工夫・改善

ア 発問構成・発問の工夫

発問構成の際、教師が明確な指導観のもと

に教材分析を行い、どのように道徳的価値の

理解を図るのかを明らかにし、それとぶれな

いよう中心発問から検討していくこととし

た。また、児童が「自分の思いや考えを伝え

たい」と思える発問、つまり、児童が自分と

の関わりで考えられる発問、必然性や切実感

のある発問となるよう工夫・改善した。そし

て、中心発問で出された思いや考えを基に、

価値理解・人間理解・他者理解が促され、互

いに考えを深め合うことができるような視点

となる発問を「深める補助発問」とし、中心

発問における話合いの中に位置付けた。解決

策の結果を考察させたり、可逆性を考えさせ

たり、普遍性を問うたりするなど、児童の心

を揺さぶったり、深く考えさせたりする多様

な発問を用意して授業展開を行うことで、児

童が多面的・多角的に考え、互いに深め合う

とともに、価値の理解も深めることができた。

イ 体験的な活動・表現方法の工夫

○ 役割演技・動作化

役割演技・動作化を取り入れることにより、児童

は登場人物の感じ方や考え方などを自分との関わり

で考えることができるようになった。特に、即興的

演技である役割演技は、児童の今までの経験に裏付

けされたものとなる場合が多く、このような体験を

積むことで、児童が様々な問題場面に出会ったとき

に望ましい行為を主体的に選択できるようになると

考えられる。いずれにしても、指導者の明確な指導

観のもと、どの場面でどのように取り入れればよい

かいうことを考え、実践してきた。

○ 思いや考えの視覚化

ねらいとする道徳的価値について、心

情スケールや表情カード、ハートメータ

ーなどを活用し、自分の思いや考えを可

視化することにより、それらの根拠が明

確になり、他者理解も促され、自分の考

えを深めることにつながった。

○ 書く活動・話合い活動の活用

書く活動は、児童の学習の個別化を図ることができ、授業者の発問を児童一人一

【深める補助発問の種類と具体例】

【発問構成】

役割演技

心情スケール 表情カード

動作化
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人が確実に受け止め、自らの考えを明確にしたり、整理

したりする機会として重要な役割をもつ。しかし、書く

活動だけでは、道徳的価値の自覚を深めるには十分とは

言えない。そこで、書く活動に加えて、自分の思いや考

えを発表したり、友達の感じ方や考え方と比較したりす

る話合い活動を取り入れることが、道徳的価値の自覚を

深めるためにさらに有効であり、児童相互の考えを深め

る中心的な学習活動と捉えた。その形態については、教

師のコーディネートによる児童相互の交流をはじめ、児

童同士によるペアでの対話、グループでの話合いなど多様に考えられる。本校では、

ねらいとする道徳的価値の自覚を深めるための教師の明確な指導観をいつも念頭に

置き、話合いの場や形態を考えてくこととした。授業後、児童の成長の記録として

ワークシートや振り返りシートを道徳ファイルに蓄積し、ポートフォリオ評価とし

て生かしている。

○ 板書の工夫

黒板全体をシアター風にして、ペープサートや

場面絵などを用いながら板書を構成していく「黒

板シアター」は、児童の教材に対する興味・関心

を高めるとともに、教材理解を促すことができる

児童が自分事として考え、思いや考えを深めてい

くのに低学年では特に有効であった。また、類型

化したり、対比的・構造的に示したり、中心発問

における児童の思いや考えを吹き出し黒板などを

使って大きく浮き立たせたりするなど、様々な方

法があるが、どれも教師が明確な意図をもって行

うようにした。このように板書を工夫することで

児童は他者理解を深めるとともに、自分の思いや

考えを深めることができた。

ウ 児童の心を引き込む教材提示の工夫

場面の状況や登場人物への共感を通して、児童の心を引き

込む教材提示の仕方を考えた。BGMを流しながらの読み聞かせ

や紙芝居、スクリーン、ペープサートの活用など、授業者の

意図による多様な教材提示により、児童が自分との関わりで

道徳的価値について考えられるよう工夫した。

③ 全教育活動における道徳教育の推進・充実

ア 道徳教育全体計画、年間指導計画、別葉の見直しと活用

重点内容項目については、新学習指導要領「特別の教科

道徳編」や学校教育目標、児童の実態等を考慮し、Ａ・

Ｂ・Ｃ・Ｄの４つの視点から１つずつ設定し、それらに基

づく目指す児童像を入れた道徳教育全体計画の見直しを行

った。次に、「わたしたちの道徳」「小学校道徳読み物資

料集」（文部科学省）・「道徳郷土資料集『ぐんまの道徳

小学校』」（群馬県教育委員会）、複数の出版社の副読本な

ど、児童の実態に合わせて教材を幅広く選び、年間指導計画を作成した。特に、重

点項目を網掛けで強調することで、全職員の意識化・共有化を図ることができた。

さらに、道徳教育は、学校行事や他教科との関連を図っていく必要性があると考え、

別葉を職員室に掲示・視覚化を図り、学期毎に加筆・修正した。このことにより、

職員が「補充・深化・統合」を意識し、教育活動全体を通じての道徳教育という認

識ができ、実践につなげることができた。

児童同士による対話

吹き出し黒板による類型化

黒板シアター

スクリーンによる

教材提示

別葉の見直し
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イ 特別活動における体験活動等の充実

○ いじめの未然防止としての児童会活動

５・６年生の代表委員と生活委員が中心となり、い

じめの未然防止活動の一貫として「あいさつ運動」に

取り組んできた。「あいさつで 心つながる 名和小

の“わ”」をスローガンとし、あいさつに焦点を当て、

明るく元気でいじめのない学校にしようという児童の

願いが盛り込まれている。また児童集会では、いじめ

未然防止に主体的に関わる意識を醸成するため「名和

小いじめ防止隊」の劇を行った。児童が自ら発案して

台本を作り、児童目線の劇をすることにより、いじめ

をなくすことの大切さはもちろん、いじめを許さない、

見過ごさないことがよりよい人間関係づくりにつなが

るということを伝えることができた。集会後、いじめ

防止隊隊員証を希望者に発行することで、児童一人一

人に、いじめの未然防止のための意識の高揚を図ることができた。

○ 自己有用感をはぐくむ縦割り活動・異学年交流

６年生を中心とし、全校児童が一緒に遊び、

関わり合う縦割り活動を実施している。他にも

６年生から５年生へマーチング指導を行ったり、

４年生から３年生へ総合学習の発表会を行った

りするなど、上級生としての自覚や責任をもち

下級生をリードする場でもあり、異学年の児童

が自己有用感をはぐくむことのできるよい機会となっている。

ウ 環境整備

○ 「わたしたちの道徳」を活用した掲示

「わたしたちの道徳」は、道徳の時間だけでなく、身近

な所に置いて学級活動などの時間に事前指導として読んだ

り、書いたりしている。さらに、事後指導として、学んだ

ことを教室や廊下に大きく掲示し、常時誰でも見ることが

できるようにすることで、児童の意識の高揚を図ってきた。

○ 道徳コーナーの設置

各学年における道徳の時間の実践を校長室前に掲

示し、児童や保護者等が興味・関心をもって見るこ

とができる場となるよう工夫した。道徳教育の視覚

化により、児童は自分たちの授業の様子を振り返っ

たり、他学年の実践の取組を理解したりすることが

できた。また、職員室内に「職員のための道徳コー

ナー」（教材・参考文献等）を設置することにより、

職員が道徳教育や道徳の時間について、いつでも気

軽に学べる場・話し合える場となった。

④ 家庭・地域への啓発・連携

ア 授業公開ならびに授業参加

道徳教育を推進していく上で家庭への啓発や連携を図り、協働体

制で進めていくことは、大変重要である考え、学習参観では全クラ

ス、学年ごとに同じ内容項目で道徳の授業を公開した。その際、参

観している保護者にインタビューに答えてもらったり、役割演技や

ゲストティーチャーとして授業に参加してもらったりした。

イ 道徳家庭通信の発行・振り返りシート

毎時間、道徳の授業後に「授業のねらい」｢お話のあらすじ」｢子

劇「名和小いじめ防止隊」

各学年の道徳コーナー

保護者と

役割演技

６年生→５年生へ ４年生→３年生へ

名和小いじめ防止隊 隊員証
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どもの様子と学校での指導」｢家庭で話し合ってほし

いこと」を『道徳家庭通信』で知らせている。また授

業後、振り返りシートを持ち帰って保護者に見ていた

だき、一緒に考えることを通して、家庭でも道徳の授

業について話し合い、家庭と学校の連携を深めてきた。

５ 実践研究事例
「明確な指導観」をもち、価値理解を意図した道徳の授業（第２学年）

(1) 主題名 「よいと思うことはすすんで」（Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任）

教材名 「ぼく、よびにいってくる」 （出典；文溪堂 ２年生のどうとく）

(2) 明確な指導観

① 価値観

「善悪の判断」つまり、人として行ってよいこと、社会通念として行ってはなら

ないことをしっかり判断する力は、児童が幼い時期から徹底して身に付けていくべ

きものである。また、判断したことを行動に移すためには、よいと思ったり正しい

と判断したりできる自信や自律的な態度を身に付け、自らを信じて何事にも積極的

に取り組めるようにしなければならない。この時期の児童が、このような善悪の判

断力と行動力を身に付けることは大変意義深いことと考える。そこでよいことにつ

いて友達に左右されることなく、自律的に判断し、よいと思うことを進んで行おう

とする実践への動機付けを図っていきたい。

② 児童観

生活科の「どきどきわくわくまちたんけん」の単元では、相手や場に応じた適切

かつ安全な行動について考えながら活動計画を立て、自分で判断し、行動する体験

をしている。学級活動の「学習態度を見直そう」では、望ましい学習態度について

考え、正しい行動ができるようにしていこうとする意欲を育てている。このように

様々な活動を通して、児童は、善悪の判断とそれを進んで行うことについて考えて

きたが、児童の思考は断片的で、よいと思うことを進んで行うことの大切さについ

てじっくり考える経験が少なかった。そこで本時では、「統合」を意図し、よいこ

とを進んで行うことの大切さや難しさを自分との関わりで考えさせ、善悪の判断を

し、よいと思うことを進んで行おうとする態度を養いたい。

③ 教材観

ぽんすけが、ぽんきちににらまれても、「ぼく、よびにいってくる。」と言って駆

け出すことによって、他のたぬきも自分のしたことに気付き、追いかけるという、

善悪の判断をし、よいと思うことを進んで行おうとする姿が描かれている。そこで、

この部分を中心発問とし、ぽんすけに共感させることを通して、自分との関わりで

考えさせ、どんな状況においても、よいことと悪いことを正しく区別し、よいと判

断したことは自分から進んで行うことが大切であるという価値理解を深めさせたい。

ぽんすけの行動を通して正しい判断に基づいて進んで行動することのよさや大切さ

に気付かせることのできる教材であると考える。

④ 展開の大要 中心発問 ☆補助発問

過程 学習活動・主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点

１．様々な場面の絵を提示し、自分ならこんな時 ・補助黒板を使い、様々な場面

囲雰な由自らがなし示提を絵。るす表発、かるすうど

・悪口を言うのはよくないことだから、「やめ 気で発言させ、ねらいとする

よう。」と言う。 価値への方向付けを図る。

3分

２．教材「ぼく、よびにいってくる」の紙芝居を ・紙芝居で資料提示すること

。るけ助を解理容内の童児、で。う合し話、て見

(1)「かくれるんだ。」と言われて石に化けたとき ・しっぽを出したぽんすけの切

振り返りシート
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のぽんすけの気持ちを考える。 り抜き絵を提示しながら、悪

れ隠もていてっか分ととこい。ないいとるれくてい付気・

【価値理解】【人間理解】【他者理解】 てしまったぽんすけの気持ち

(2)「ねえ、ぽんたもなかまに入れようよ。」と言 を自分との関わりで考えさせ

ったときのぽんすけの気持ちを考える。 る。

・ぼくも仲間外れにされちゃうといやだな。 ・「ぽんたもなかまに入れよう

価 【価値理解】【人間理解】【他者理解】 よ。」と言うことはよいこと

値 (3)ぽんすけは、どんなことを考えて「ぼく、よ なのに、なかなか言えないぽ

を びにいってくる。」と言って走り出したので んすけの気持ちに共感させ

。る。うょし追

求 ・ぽんたがかわいそうだよ。 ・ぽんたを呼びに行こうとする

す ・ぽんた、ごめんね。やっぱり、仲間はずれは ぽんすけの気持ちを、教師と

る よくなかったよ。 児童との役割演技を通して、

・みんなで一緒に遊ぼう。サッカー以外の他の 自分との関わりで考えさせ

遊びをすればいいんだよ。 る。

27分 【価値理解】 し動行・】解理者他【 た後の気持ちよさや清

☆みんなは、どんな気持ちでぽんすけの後を追 々しさを周りの人も願ってお

後を動行の分自もなんみ、り。うょしでのたけかい

・やっぱり、みんなで一緒の方が楽しいな。 悔し、よいことをしたいと考

☆よいことをするって、どういうことかな。 えていることに表情カードを

・少しの勇気で、みんながうれしくなる。 活用して気付かせる。

価 ３．これまでの自分を振り返る。 ・書くことで児童一人一人の価

値 「みんなは、正しい行動ができているかな。」 値の内面化を図り、実践意欲

の ・自分が楽しいと周りの友達のことを考えなか につなげていく。

内 ったので、よく考えて仲良くしたい。

面 【価値理解】【自己理解】

化 ４．普段接している同学年の先生から話を聞く。

15分

(3)授業記録（Ｔ：教師 Ｃ：児童）

Ｔ：ぽんすけは、どんなことを考えて「ぼく、よびにいってくる。」と言って走り出

したのでしょう。（中心発問）

＊ぽんすけをにらむ「ぽんきち」を教師、ぽんたを呼びに行こうと決心した「ぽんすけ」

を児童が演じる役割演技を通して、ぽんすけの思いを深く考えさせた。

Ｔ：先生は「ぽんきち」、みんなは「ぽんすけ」になって、役割演技を通してぽんすけ

の気持ちを深く考えていきたいと思います。

Ｔ：（演技の中断と話合い）はい、そこまでにします。見ていたみなさんは、どう思い

ましたか。

Ｃ１：やっぱり、一人になるのは寂しいし、かわいそうだから、みんなで遊べる遊びをや

ぽんたも一緒に遊びたかった

と思うなあ。
でも、３対３じゃあ

サッカーできないよ。
じゃあ、違う遊びでもいいと

思うよ。鬼ごっことか・・。
鬼ごっこならできそうか

な。でも、ぽんたがいな

くてもいいんじゃない？ それはだめだよ。みんなと一

緒に遊びたいよ。そうしよう。
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るのは、いい考えだと思います。それなら、みんなが一緒に楽しくできるし。

Ｃ２：仲間外れをすると、自分も嫌だし、相手も嫌で、遊んでいても楽しくないと思うな。

(4) 考察

① 教師の明確な指導観（価値理解）に基づいた発問構想

○ ぽんたを呼びに行くかどうか葛藤が生じる場ではなく、「ぼく、よびにいってく

る。」と、ぽんすけが決心した場を中心発問とし、役割演技を設定した。そうする

ことで正しいことを進んで行うことのよさ（価値理解）を考えさせたいという、教

師の明確な指導観に基づく発問構想であった。

○ 役割演技では、ぽんきちを教師、ぽんすけを児童が演じることで、考える視点を

ぽんすけに当てて、多様な思いを引き出せるようにした。

② 授業者の意図を表した板書の工夫

○ 場面絵をペープサート風にして掲示したり、葛藤場面を２色のハートで表したり、

吹き出し黒板（赤）を使って中心場面を浮き

立たせたりすることにより、ぽんたの思いを

視覚化することにより、ねらいとする道徳的

価値に関わる多様な感じ方や考え方があると

いう他者理解が促された。

○ 板書の効果的な活用により、よいことを行

動に移すことの難しさや大切さ、よさなどの

人間理解や価値理解を図ることができた。

６ 研究の成果及び課題
(1) 研究の成果

・ 学習指導過程を検討し明確にすることで、全職員に「思いや考えを伝え合い、互

いに深め合うための工夫」の共有化を図ることができた。また、本校スタイルの学

習指導案の検討、中心発問における「深めるための補助発問」を取り入れることに

より、児童が道徳的価値を自分事として捉え、じっくり考え、思いや考えを互いに

深め合うことができた。

・ 全職員が、学習指導要領や年間指導計画、全体計画の別葉などに沿った明確な指

導観に基づく略案を作成しての一人２授業の実践、全案を作成しての各学年３授業

公開、その後の学年検討会（必要に応じて関係学年会）に取り組み、積み重ねてい

くことで、授業づくりを核とした研究を進めることができ、道徳の時間の工夫・改

善につながった。

・ 道徳教育全体計画の別葉を職員室に掲示し、職員の意識化・共有化を図るととも

に、実践後、加筆・修正することで全教育活動を通じた道徳教育を推進することが

できた。さらに、「補充・深化・統合」を意識した、道徳の授業を構想することが

できた。

・ 保護者・地域対象の道徳授業公開、保護者参加型の授業実践、道徳家庭通信の発

行や振り返りシートの保護者欄の設置などを通して、学校と家庭・地域とが連携し

た協働体制で道徳教育を推進することができた。

(2) 今後の課題

・ 児童の多様な思いや考えを引き出し、それらをうまくコーディネートするだけで

なく、児童が道徳的価値について主体的に考え、互いに交流できる場を意図的に設

定することで「考え、議論する道徳授業」を展開し、道徳的価値の自覚及び自己の

生き方についての考えを深めていけるような質の高い授業実践に努めていく必要が

ある。

７ 参照できるホームページ
http://www.isesaki-school.ed.jp/nawasyo/ （伊勢崎市立名和小学校）

板 書
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○研究の概要（富岡市立南中学校の取組）
１ 学校教育全体で行う道徳教育の推進

○本校生徒の実態から、一層伸ばしたい道徳性として、「向上心・個性の伸長」「思

いやり・感謝」「よりよい学校生活・集団生活の充実」「生命の尊さ」を重点内容

項目とし、全体計画の中に位置付けて実施した。

○道徳の年間指導計画を、教科等学校教育活動全体との関連を図りながら見直すとと

もに、道徳教育全体計画の別葉を作成し、これを活用して「補充」「深化」「統合」

のいずれかに位置付けた道徳の指導案のもと授業を行った。

○授業で学習した内容を日常生活の中で振り返り、日常的な自覚につながるように、

各学年の道徳の授業で行った内容や生徒の感想等をまとめたものを廊下壁面に掲示

した。また、授業で使った読み物等の教材と生徒の書いたワークシートを１つのフ

ァイルに保管し、授業と関連する学校行事等の前後で生徒が書いた感想等も同じフ

ァイルに綴じておくことで､生徒の心の成長が見取れるようにした。

２ 授業改善（思いや考えを伝え合う指導方法の工夫）
○要請訪問や講師を招いた月１回程度の公開授業及び全職員による研究授業におい

て、指導案の形式を統一し指導観（価値観・生徒観・教材観）を明確にした授業を

行った。

○「ねらい」→「中心発問」→「中心発問に導く発問」の順に授業を構想し、価値を

焦点化して、教材の内容に沿った価値の追求を通して理解を深めることを共通理解

した上で実践に臨むこととした。

○中心となる授業の形態が「教師の発問→生徒の発言」の繰り返しから、「生徒の発

言→生徒の発言」へとなるよう工夫し、生徒相互の伝え合う場への移行に努めた。

○授業の中で生徒が互いの思いや考えを伝え合うための手立てとして、学級全体、グ

ループ・ペアでの伝え合い、カード等による意思表示の視覚化、座席の形態等の様

々な工夫を指導案に明示して、授業を行った。

○研究授業と研究会で話し合われた改善点等を「研修だより」にまとめて全員で共有

化を図り、以後の道徳授業に生かすことで授業の質的向上を図った。

３ 家庭との連携
○本校独自に毎月19日を家庭における「道徳の日」と定め、その日に合わせて道徳通

信「Myハート通信」を発行した。その中で、日々の実践を紹介するとともに、毎月

テーマを決めてそれに関する資料を「私たちの道徳」等から選んで提供し、親子で

話題にする機会を設定することで、道徳的意識の向上を図った。

○学校と家庭が連携して道徳教育を推進していく道標を共有化するために、本校の道

徳教育の重点項目を中心にまとめた啓発リーフレットを家庭や地域に配布した。

○学校の道徳教育への理解を深めてもらうために、保護者対象の道徳教育に関するア

ンケートを年２回実施し、その結果を家庭と連携した指導を行うための資料とした。

４ 研究の成果
○研究授業において、指導観を中心に指導案の統一を図り、全職員の共通理解のもと、

道徳の授業を行ったことで、教師の授業構想力、伝え合う活動の工夫等の質的な向

上が見られた。その結果、生徒が道徳の授業に主体的、協働的に取り組むようにな

った。

○２年間を通じて特別講師を招いての基礎研修と授業研究会の積み重ねにより、教師

に道徳授業における基本的な考え方や手法が身に付き、道徳の授業に自信をもって

向き合うことができるようになった。また、指導主事による要請訪問を複数回行い、

国や県の動向に沿った指導方法の研修が充実し、授業改善に結び付いた。

○「伝え合う活動」の約束を簡潔にまとめた掲示物を作成し、全教室に掲示して、「伝

え合う活動」を道徳の時間だけでなく、教科等の指導においても取り入れるように

した。その結果、生徒の発言への抵抗感が薄れ、自分の思いを少しずつ他人に伝え

られる場面が増えてきた。

○道徳ファイルを活用したり、授業で扱った内容を廊下に掲示して共有したりしたこ

とで、生徒は学習したことを日常的に繰り返し振り返ることができ、道徳的価値へ

の関心の高まりや自覚が感じられるようになった。これらのことにより、よりよい

生き方を追求する姿勢にも向上が見られた。
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○富岡市立南中学校の研究内容
１ 学校の概要

学校名 所在地 電話番号 生徒数

富岡市立南中学校 富岡市中高瀬1118番地 0274-64-1603 ３５７人
とみおかしりつみなみちゅうがっこう

２ 研究主題 多様な価値観を尊重し、よりよい生き方を追求する生徒の育成

―思いや考えを伝え合う指導方法の工夫―

３ 研究主題の設定理由

本校は、市の中央を東西に流れる鏑川の南に位置し、周囲は田園に囲まれ自然が豊か

で、学習環境に恵まれた地域にある。「自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応でき

る能力をもち、心豊かでたくましい生徒の育成」の学校教育目標のもと、日々の教育に

当たっている。また、本校では、道徳教育と関連付け、平成10年度から自問教育に取り

組んでいる。現在は、「朝読書」「ノーチャイム・ノー号令」｢自問清掃」を自問活動の

柱とし、生徒会活動と連携して「我慢の心・思いやりの心・気付きの心・感謝の心・正

直な心」の五心を醸成している。

本校の生徒は、明るく素直な生徒が多く、生徒会を中心として「日本一の学校南中」

を合言葉に学校生活に意欲的に取り組んでいる。一方で、自分の意志や考えを他者に積

極的に伝えることが苦手な生徒や、困難な課題に対し自ら解決策を考え克服しようとす

る強い意志が身に付いていない生徒もいる。また、生徒同士の人間関係については、全

体的に良好といえるが、些細なことが原因でトラブルに発展することがあるのも事実で

ある。これは相手の考えや個性を受け入れたり、話合いによりお互いを理解し合ったり

して、うまく折り合いをつけて解決することが苦手なことが原因として考えられる。生

徒の人間関係づくりと豊かな人間性の育成は、本校の課題の一つである。

また、道徳性検査の結果から見ると、本校の生徒はほとんどの項目で全国平均並みか

それを上回っており、全体として望ましい傾向にある。その中で評価の割合が比較的低

かった項目として、「節度」「向上心」「自然愛、畏敬の念」「個性伸長」が挙げられる。

これらの結果を参考にして、各学年ごとに課題を明確にし日々の教育活動に当たること

で、より一層の道徳性の向上が期待できる。

このような実態から、生徒が自他のよさを互いに認め合い、よりよい人間関係を築く

能力を身に付けることが、これからの自分の人生を切り開き、よりよい人生を歩んでい

くために欠かせないことである。そこで、平成27・28年度文部科学省委託事業の道徳教

育の研究指定校を受けたことで、学校全体で道徳教育を進めていきながら､特に道徳の

時間の授業改善を中心に研究に取り組もうと考えた。その中で、教材の選択や発問の工

夫に加えて、互いの思いや考えを伝え合う指導方法を改善し、充実させていくことによ

り、生徒の道徳性を養うことができると考え、本主題を設定した。

４ 研究の概要

(1) 研究のねらい

生徒の実態や発達の段階を踏まえ、

互いのよさを認め合い、よりよい生

き方についての自覚を促すため、道

徳教育諸計画の改善を図るとともに、

特に道徳の時間における資料提示の

仕方や発問構成を工夫し、生徒が互

いの思いや考えを伝え合う中で、思

考を深め、価値を自覚できるよう指

導の改善を図る。
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(2) 研究の組織及び研究の経緯

① 研究の組織 校長

教頭

推進委員会

校長、教頭、教務主任、研修主任

道徳教育推進教師、学年研修担当（部会担当）

全体会

授業研究部会 地域啓発部会 調査研究部会

○教材の開発・整備 ○啓発資料の作成と発行 ○アンケート等の実施と

○指導方法の研究 ○「道徳の日」の提案と 分析

○全体計画の見直し 通信の発行

と改善 ○掲示物等の提案・整備

各学年部会

○道徳授業の計画、実施、評価、掲示物の作成

② 研究の経過

(3) 研究の内容

① 基本的な考え方

ア 「多様な価値観を尊重する」とは

ここでいう「価値観」とは、いわゆる道徳の内容項目における「価値」の違いを

指すものではなく、一つの道徳的価値に対する捉え方や感じ方の違いを指すもので

ある。具体的には、授業中他人の考えや意見を聞いて自分との違いを知り、そこで

否定したり対立したりするのではなく、違いを認め受け入れることを意味している。
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イ 「伝え合う」とは

本研究における「伝え合う」とは、課題に対する自分の考えをペアや小グループ、

あるいは全体の場で「語る」のが基本であるが、それ以外にも、人の意見を聞いて

頷いたり、カードに自分の立場を書いて示したりするようなことも含まれる。人の

発言に対して必ず自分の考えをもつこと、そしてそれを積極的に人に伝えようとす

ることを意味している。

② 研究の全体構想図

③ 道徳の時間の指導の工夫

ア 授業構想の手順

授業構想に当たっては、学習指導要領の目標・内容、年間指導計画を踏まえ、価

値観、生徒観、教材観の３つの指導観を明らかにした上で、まず①「ねらい」を設

定する。これは､授業の終末における目指す生徒の姿として考える。そして②「ねら

い」に迫るための「中心発問」を考え、③その中心発問に導くための「発問構成」

を決めていく。その際、それぞれの発問が独立して存在するのではなく、相互に関

連し合って必然的な流れになるように配慮した。

学習指導要領の目標・内容

↓

道徳の時間の年間指導計画、道徳教育の全体計画（別葉）

↓

指導観（価値観・生徒観・教材観）

↓

本時のねらいの設定（目指す生徒像）

↓

中心発問の設定

↓

全体の発問構成

多様な価値観を尊重し、よりよい生き方を追求する生徒

道徳の時間の授業改善

学校教育活動全体で行う道徳教育

重点内容項目
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イ 発問構成の工夫

１時間の授業で発問の数は３つから４つ程度がよいとされている。中心発問に導

く基本発問のほかに、生徒の活発な意見が出ない場合の補助発問を用意しておくこ

とも大切である。

次に、とかく道徳の授業では教師の発問に対し､個々の生徒が答えていく一問一答

のやりとりの繰り返しとなるいわゆる「ピンポン型」に陥りがちであるが、本校で

は１人の意見に対し､理由を聞いたり、他の人の意見を求めたりするいわゆる「バレ

ーボール型」のやりとりになるよう心掛けている。教師が生徒の様々な意見を上手

に引き出すコーディネーター役になると、そのやりとりの中で価値をより深めてい

くことが期待できる。ただ、そのためには、教師がそれなりのスキルを身に付ける

必要があり、本校の研修においても大きな課題となっている。

ウ 「伝え合う活動」の工夫

「伝え合う活動」は、昨年７月に文部科学省から出された学習指導要領の一部改

正の解説にある「考える道徳」「議論する道徳」を具現化するための手立てとして

考えたものである。私たちが期待する「伝え合う活動」は､道徳の時間だけで身に付

くものではなく､各教科における日常的な実践の積み重ねが必要であると考えた。そ

こでまず、意見交換のやりとりが活発に進むように、下図のような基本的な約束を

決め、これを全ての教室に掲示して､道徳の時間以外の場面でも意識をして実践に取

り組むようにした。

また、私たちが期待する「伝え合う活動」の具体的なイメージを生徒がもてるよ

うに、「伝え合う活動」のモデルを作成し、全校集会でビデオを見せながら説明を

した。理想の姿としては、テーマについて各自が互いの顔を見合いながら、意見の

やりとりができることを目指している。

また、「伝え合う活動」の形態は、ペア、小グループ、全体とし、それぞれを授

業の流れや伝え合うテーマの内容に応じて使い分けるようにしている。

また、意見を言いやすくしたり、お互いの意見を理解するための補助として、付

箋紙、短冊、カードを使うなどの工夫をしている。

ピンポン型 バレーボール型

 教師

BA

 教師 

A C

B 

基本発問基本発問

補助発問

中心発問
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エ 道徳ファイルの活用

３０穴のリングファイルにクリアホルダーを綴じて､道徳の授業で使った教材や

ワークシートを入れている。また、行事などで書いた感想等は､ルーズリーフに書

いて、関連する価値のところに挟み、道徳の授業で学んだ価値を振り返ったり､心

情の変容などに気付けるようにした。このようにポートフォリオとして残しておく

ことで､教師も個々の生徒の評価を行うときの資料としても活用することができる

と考える。

④ 家庭との連携

本校では､家庭との連携を図るため、毎月19日を「道徳の日」と定めた。月ごとに

設定したテーマに関する資料を「私たちの道徳」から選び、生徒が自分の考えを書

いて家庭に持ち帰り、親子で話し合ってもらうこととした。あわせて、この日に道

徳通信「Myハート通信」を発行し、学校での学習内容を紹介するとともに、家庭で

の協力を依頼したり、寄せられた保護者のコメントなどを紹介したりしている。

５ 授業実践事例

(1) 「道徳的心情を育てる伝え合う活動の工夫」（第３学年）

① 生徒の実態

相手のことを思いやり、相手の立場に立って考えることができる生徒がほとんど

である。しかし、日々の関わりの中で思いやりの感じられない言動を見聞きする場

面がある。また、周囲の様子から、気が付いても思いやりの行動に起こせないこと

が多い。周囲の状況を理解し、相手の心を察し、行動しようとする意欲を育てたい。

② 授業者の思い

教材を使って、若い夫婦の注文を受けた後のキャストの言動とその言動を起こし

たときの心情を考えることを通して、相手のことを考えて行動しようとする道徳的

心情を育てたい。

③ 指導のポイント

○ 展開の、「ことばを詰まらせたキャストがどんなことを考えていたのか」と問う

場面では、ワークシートのハートの中に複数の思いを、大きさを考慮して書き込み、

夫婦にお子様ランチを出してあげたい思いとマニュアルを守らなければという思い

があることをおさえる。

○ 中心発問では、まずキャストのすごいところ、よいところを取り上げ、その理由

やキャストの心情を個人で考えさせる。その後、４人グループで伝え合う活動を行

わせる。聞く生徒は、発表内容と同じ意見や納得をした時に「イイネ！」と言いな

がらグッドポーズをする。その後、どの部分がイイネと思ったのか、あるいはなぜ

その部分をイイネと思ったのかを伝え合っていけるように促す。

○ 全体でイイネと思ったところを伝え合い、多様な価値観にふれた後、言動以外の

キャストのすごいところ、よいところを個人で考えることで、キャストが相手の心

を察し、相手の気持ちを考えて行動していたことに気付けるようにしていく。

(2) 学習指導案

① 主題名 「相手の心を察する」（Ｂ：思いやり、感謝）

② ねらい 若い夫婦の注文を受けた後のキャストの言動とその心情を考えることを

通して、相手の気持ちを考えて行動しようとする道徳的心情を高める。

③ 教材名 「あるレストランでのできごと」（出典：日本文教出版）

④ 教材の概要

東京ディズニーランドの人気レストランでのできごとである。若い夫婦からお子

様ランチの注文を受けてキャストは困惑するが、事情を聞くと亡くなった娘の誕生

日にお子様ランチを頼みたいとのことだった。マニュアルには９歳未満の子ども以

外には、お子様ランチが出せないことになっている。キャストは悩んだ末に、笑顔

と気遣いで夫婦にお子様ランチを出してもてなす。このキャストの行為はマニュア
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ル違反であるが、お客様の気持ちを察した接客は会社から讃えられ、夫婦からも感

謝の手紙が届いた。

⑤ 展開の大要

過 生徒の学習活動（・）と 予想される生徒の反応 時 支援及び留意点

程 主な発問（○基本 ◎中心発問） （期待される反応は ） 間

・今日の授業は東京ディズニーランド ５ ・生徒にとって関心の高い話

導 のあるレストランについての話であ 分 題にすることで、学習への

入 ることを知る。 意欲を高められるようにす

る。

・教材１の範読を聞く

○ことばを詰まらせたとき、キャスト ・どうしよう。困った。かわいそう。 ・キャストの悩む気持ちを理

はどんなことを考えているのだろう。 ・マニュアルを守らなきゃ。 解しやすいように、複数の

・ワークシートに記入する。（個人） ・お子様ランチを出してあげたい。 20 思いを、それぞれの大きさ

展 ・近くの席の人と伝え合う。 ・どうにかしてあげたい。 も考慮しながら記入できる

・自分の考えを板書し発表する。（全体） ワークシートを用いる。（人

・キャストがお子様ランチを夫婦に出 間理解）

したことを知る ・価値理解へ向けての方向付

・教材２の範読を聞く 分 けを行う。

・このキャストのことをどう思うか、 ・キャストはすごい。

発表する。 ・キャストはいい人だ。すてきな人 ・生徒の反応をもとに、次の

だ。 中心発問につなげられるよ

うにする。

開 〈伝え合う活動〉

◎キャストの「すごい」「いいね」と思 「勇気を出して二人に聞いた」 ・キャストの言動の中でイイ

ったところはどこですか？理由も書 →・聞きづらいことなのに 20 ネと思った部分を取り上

きましょう。 ・相手の様子を見て､何か事情が げ、その理由、気持ちを考

・ワークシートに記入する。（個人） あると感じた。 えさせる。（価値理解）

・グループで話し合う。（グループ） 「いつもの笑顔で声を」 分 ・４人グループで伝え合う活

・全体で発表する。（全体） →・相手が気を遣わないように 動を行わせる。自分の考え

「大人四人が座れるテーブル」 を伝えたり、他者の意見に

→・三人のゲストという思い 対して相づちや賞賛、質問

をしたりさせる。（他者理

解）

・本時の感想をまとめる ・もっと相手の気持ちを察して行動 ５ ・本時の感想を、自己の振り

終 していきたいと思う。 分 返り、今後の生活と絡めて

末 ・相手のことを本気で考える、思い 考えさせる。（自己理解）

やりのある人間になっていきたい。

(3) 授業記録（中心発問を中心に抜粋 Ｔ：教師 Ｓ：生徒）

T：キャストの「いい人だなぁ」と思うところは、どん

なところですか。ワークシートの枠の中に書き出し

てください。理由も書いてください。

S：（約８分間記入）

T：４人グループになって、キャストのいいところを発

表してください。同じ意見だなと思ったり、なるほ

どそういう意見もあったかと思ったら、グッドポー

ズをして相手に「イイネ！」と伝えてください。

S1：マニュアル違反だとわかっていながら、「お子様ランチを出した」のはすごいと

思うよ。自分のことよりもお客様のことを考えているよね。
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S2：そうだよね。この意見は「イイネ！」だね。私はそれも大事だと思うけど、子

様ランチを出す前に大人４人がけのテーブルに移動

して、イスを子供用に取り替えたことも「イイネ！」

と思うよ。

S3：どうしてそう思ったの？

S2：夫婦のお願いに答えるだけじゃなくて、亡くなった

子どものことも夫婦の気持ちも考えて、子どもがそ

こにいるようにテーブルやイスを取り替えてくれた

んじゃないかなと思ったんだ。

S3：なるほどね。そのキャストの行動も「イイネ！」だね。

S4：僕は「いつもの笑顔で」というところを「イイネ！」と思った。普通と同じよ

うに接してくれると安心すると思うんだよね。

(4) 考察

「キャストの気持ちをハートの中に、気持ちの大きさも含めて表す」や「『イイ

ネ!』と伝える」は、「心の可視化」として効果的である。教師の話す時間を減らし、

生徒が考えたり伝え合ったりする時間をもっと確保した

い。「お子様ランチを出す」というキャストの行動の根底

にどんな心情があったのかを深く掘り下げていけるとよ

い。できるだけ生徒から出た複数の価値観は取り上げて、

それらを踏まえて生徒自身が総合的に判断できるように

することが大切である。また、指導者として「期待され

る生徒の反応」を指導案の中にたくさん書けるとよい。

６ 研究の成果と課題

(1) 研究の成果

・ 研究授業において、指導観を中心に指導案の統一を図り、全職員の共通理解のも

と、道徳の授業を行ったことで、教師の授業構想力、伝え合う活動の工夫等の質的

な向上が見られた。その結果、生徒が道徳の授業に主体的、協働的に取り組むよう

になった。

・ ２年間を通じて特別講師を招いての基礎研修と授業研究会の積み重ねにより、教

師に道徳授業における基本的な考え方や手法が身に付き、道徳の授業に自信をもっ

て向き合うことができるようになった。また、指導主事による要請訪問を複数回行

い、国や県の動向に沿った指導方法の研修が充実し、授業改善に結びついた。

・ 「伝え合う活動」の約束を簡潔にまとめた掲示物を作成し、全教室に掲示して、

「伝え合う活動」を道徳の時間だけでなく、教科等の指導においても取り入れるよ

うにした。その結果、生徒の発言への抵抗感が減り、自分の思いを少しずつ他人に

伝えられる場面が増えてきた。

(2) 今後の課題

・ 生徒はペアや小グループでの「伝え合う活動」に慣れてきたが、この活動を通し

て道徳的価値の自覚をさらに深めていくための指導法について、さらなる研究が必

要である。また、学級全体での「伝え合う活動」の場面において、生徒の考えをさ

らに引き出し深めていくことや、生徒同士による「伝え合う活動」となるために､

教師のコーディネーターとしての技術を一層磨いていく必要がある。

・ 道徳の授業と学校全体における教育活動との関連付けを図ってきたが、今後は教

科や行事等における道徳的価値の自覚を一層深めるために、道徳ファイルのより効

果的な活用法について研究を深めていく必要がある。

７ 参照できるホームページ

http://www.nc.t-minami-jhs.gsn.ed.jp/（富岡市立南中学校）
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○研究の概要（県立渋川青翠高等学校の取組）

１ 本校における道徳研究の在り方と研究課題の設定
○ 校訓「礼・誠・明」は、道徳的には「公共の精神を養うとともに、社会性の育成

を図り、より良い人間関係を築こうとする力の育成」を目的としたものである。

○ より良い社会を実現するため、社会性や道徳心の育成、マナー向上などの道徳教

育を効果的（意図的、計画的）に実施できる最終教育機関として、「信頼される社

会人として活躍する力（「礼・誠・明」）の育成」を学校教育活動の目標とした。

○ 本校は総合学科高校のため選択科目が多く、クラス単位での授業が少ない。そこ

で特別活動や各教科、そして、総合学科高校で原則としてすべての生徒が履修する

教科である「産業社会と人間」を重視した実践研究を行った。

２ 体系的・組織的な道徳教育の推進
○ 昨年度組織した「道徳教育実践推進委員会」が立案し、校務運営委員会や職員会

議で検討した後、全職員で道徳教育の研究を実践した。

○ 昨年度同様、中央研修への参加、県外の先進校視察、文部科学省より講師を招き

講演会を実施するなど、道徳教育について職員個々の理解をより深めるため、研修

機会の充実を図った。

○ 特別活動については、各種行事においてそれぞれに道徳的な意味付けをしただけ

でなく、生徒自身にも各自に道徳的目標を設定させ、意識の高まりや実践などを自

己検証させた。

３ 特別活動、家庭や地域との連携における取組
○ 全校生徒による、校地および学校周辺の道路等の清掃活動を実施し、奉仕活動等

に主体的に参加し活動することの意義を考えさせた。

○ 昨年度同様、球技大会やマラソン大会、開校記念式典などの学校行事に際し、道

徳的な目標をもたせて臨むことが「信頼される社会人」への成長に結び付くことを

意識させるよう配慮した。

○ 海外の高校生と交流し、海外の文化を知るだけでなく、我が国の文化を海外の高

校生に伝えることを通して、国際理解や我が国の文化についての考えを深めた。

４ 公開研究授業の実施
○ 道徳教育支援事業１年目は学校行事（文化祭）を取り上げ、「文化祭への取組か

ら信頼される社会人について考える」というテーマでＬＨＲを実施した。行事全般

に対する取組は今年度も変わらないが、２年目は教科における研究授業を実施した。

○ 総合学科高校の他学科高校との最大の相違点は「産業社会と人間」という科目に

ある。今年度は「産業社会と人間」において道徳教育を意識した取組を行い、その

実践を公開研究授業の場で発表した。

○ 普通教科においても授業の中に道徳的要素を取り入れることに取り組み、国語科

で「現代文Ａ」の『山月記』を教材として、公開研究授業を実施した。

５ 研究の成果
○ 職員は、講演会、学校行事の道徳的取組だけでなく、各教科指導の中での道徳的

取組をとおして、高等学校教育における道徳教育の在り方を学び、道徳教育を推進

する意識が向上した。

○ 生徒は、学校行事をはじめ、日常生活や学校生活のあらゆる取組において道徳的

目標を設定することで、道徳的意識の高まりを実感し、「信頼される社会人として

活躍する力」を身に付けることを意識して生活することができた。

○ 昨年度全校生徒を対象に実施した、新学習指導要領における中学校の「特別の教

科 道徳」から２２項目のアンケート調査を、今年度も定期的に実施し、生徒の

道徳的意識の実態の把握と、結果に基づいた意識が低い項目についての改善に努めた。
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県立渋川青翠高等学校の研究内容

１ 学校の概要

学校名 所在地 電話番号 生徒数

群馬県立渋川青翠高等学校 渋川市渋川3912-1 0279-24-2320 ５７９人
ぐ ん ま けんりつしぶかわせいすい こうとうがつこう

３ 研究課題の設定理由
「礼節を重んじ」、「誠実に」、「賢明に」生きるということは、人間関係を大切にし、

いろいろな人の立場を理解した上で、寛容の心を持ち、謙虚に、そして、自身の目標に

向けて前向きに生きていくことである。高等学校教育は、社会に出る直前の学ぶ場であ

り、本校では、「公共の精神を養うとともに、社会性の育成を図り、より良い人間関係

を築こうとする力」を育成することを主眼に据えて道徳教育の在り方を研究し、体系的、

組織的かつ意図的、計画的に推進する必要があると考えた。

４ 研究の概要
(1) 研究のねらい

校訓「礼」「誠」「明」の実現には、道徳教育の推進が不可欠であり、そのことが

高等学校学習指導要領の目指す「生きる力」の育成にもつながると考え、本校にお

ける体系的、組織的な道徳教育の在り方について研究することとした。

(2) 研究の内容

① 体系的・組織的な道徳研究の推進

○ 道徳アンケート「今の自分を振り返って」

生徒の実態を把握するため、平成２７年３月施行

の新学習指導要領による中学校の道徳項目に基づい

た２２項目の「今の自分を振り返って」というアン

ケートを、昨年度６月と１月に実施し、今年度は４

月と８月、そして１２月の３回実施した。

○ 県外先進校への視察

７月１２日 東京都立墨田川高等学校

１月１２日 埼玉県立栗橋北彩高等学校

１月１８日 千葉県立浦安高等学校

○ 講演会の実施

９月 ９日

講師 文部科学省 澤田浩一 教科調査官

対象 本校職員 県内高等学校教職員

演題 「高等学校における道徳教育について」

日本人は自尊感情が低くこれからの高等学校教育において、子供の心を育てる

ことが大切であり、それを強化する特設の教科で道徳教育を進めることが必要と

なる。高等学校の道徳教育」は公民に、「人間

としての在り方」は特別活動に入り、頭で考え

るのは「公民」で、心で考えるのは「特別活動」

や「総合的な学習の時間」であり、自己の在り

方・生き方、キャリア教育を行い、それを踏ま

えて全体計画を作成することが大切である、と

いうお話をいただいた。

～今の自分を振り返って～ 平成28年12月

回答について

①良くできている　　　　②だいたいできている　　　　③あまりできていない　　　　④できていない

回答欄
①～④で回答

（１） 何事も自分で判断し、責任ある行動をとっている。

（２） 毎日、規則正しい生活を送っている。

（３） 向上心を持ち、自分の長所や個性を伸ばそうと努めている。

（４） 自分の将来の目標や希望に向かって具体的に努力している。

（５） 物事を客観的に見ること、真実を知った上で判断し、行動するよう努めている。

（６） 家族や周囲の支えを感じ、それに応えるよう努めている。

（７） 礼儀の意義を理解し、時と場に応じて、礼儀正しく人と接している。

（８） 心から信頼できる友達を持ち、互いに励ましたり、高め合ったりしている。

（９） 他の人の意見を認め、話し合ったり教え合ったりしている。

（１０） 法や校則など、規則を守って行動している。

（１１） 正義を重んじ、誰にでも公平公正に振る舞うよう努めている。

（１２） 社会生活において人に迷惑をかけることなく、マナーを意識して行動している。

（１３） 働くことの意義を理解し、将来の生き方について考えを深めている。

（１４） 父母や祖父母を敬い、家族の一員として充実した家庭生活を送っている。

（１５） 学校や学級の一員として、自分の役割と責任を自覚している。

（１６） 郷土の伝統と文化の大切さを理解し、郷土の発展に貢献したいと考えている。

（１７） 日本人としての自覚を持ち、信頼される社会人になりたいと考えている。

（１８） 外国のできごとに関心を持ち、国際的視野に立って物事を考えようとしている。

（１９） 人や動物、植物といった、かけがえのない生命を大切にしている。

（２０） 自然環境を大切にする意義を理解し、エコ活動に取り組んでいる。

（２１） 純粋な美しさに感動したり、人間が及ばない自然の力に畏れを感じることがある。

（２２） 自分を高めてよりよく生きていきたいと思っている。

（２３) あなたは、この１年間の学校生活の中で、道徳的な意識が高まったと思いますか。 ①はい

「はい」か｢いいえ｣で答えてください。 ②いいえ

（２４） 「はい」と答えた方に質問します。

あなたの道徳意識に影響を与えたものを次の中から選んでください。(複数回答可)

①学校行事　　②先生の話　　③世の中のできごと・ニュース　　④家族　　⑤友人

⑥本　　⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

番号 アンケート項目

このアンケートは、生徒のみなさんの「人としての在り方生き方」について意識調査を行い、本校の道徳教育の充実
を図ることを目的として行うものです。自分自身を振り返り、各設問に回答してください。

（　　　）年（　　　）組（　　　）番

氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

２ 研究課題
信頼される社会人として活躍する力（｢礼」｢誠｣「明」）の育成
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１月１１日 講師 高崎経済大学 飯島明宏 准教授

対象 本校職員 本校２年生

演題 「大学で鍛える”問題解決能力”

～社会で必要とされる”力”とは何か？～」

１月１９日 講師 新島学園短期大学 駒田純久 教授

対象 本校職員 本校２年生

演題 「勤労観・職業観の形成に向けて」

２月１０日 講師 関口恵子（空羽ファティマ）氏（絵本作家）

対象 本校職員 本校１年生

演題 「生まれてきてくれてありがとう」

○ 各教科における取組（学習指導案）

「国語科」

・教材名 「待つということ」（角田光代）

・考察

この教材を使い、グループ学習で、生徒それぞれに筆者の態度について考え

させたい。また、その相手が、同国人ではなく、外国人ということについても

考えさせたい。そこから、「思いやり」や「国際理解」をはじめ、人としての

在り方を育む。

・指導目標（本時の目標）

○筆者の心情を読み取ることができる。

○自分のこととして考えることができる。

・本時の展開

生徒の学習活動 指導上の留意点

○筆者の行動について考える。 ・自分だったらどうするか考えさせる。

（グループワーク）

○話し合ったことを発表する。 ・どうするべきだったのか考えさせる。

・評価

○道徳的心情を感じることができたか。

「数学科」

・教材名 集合

・本時の展開

生徒の学習活動 指導上の留意点

○集合とは ・条件がはっきりしていないものの集ま

集合となるもの りは集合ではないこと

集合とならないもの ・他の人への配慮、仲間はずれ意識の回

避

「英語科」

・教材名 Brave Mari and her puppies 「マリと子犬の物語」

・本時の展開

生徒の学習活動 指導上の留意点

○登場人物の心情を推測して作 ・全員で協力できているかを確認し、必

成した英作文を利用し、意見 要に応じて援助する。

を交換する活動

・英作文

If I were ( ), I would think /say "( )".
・評価

○自分の考えを伝えるとともに、他の生徒の考えを的確に理解することができ

たか。

「保健体育科」

・教材名 運動・休養と健康
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・本時の展開

生徒の学習活動 指導上の留意点

○スポーツを行う意義について ・プリントを配布し、答えと理由を書き、

。るせさ表発。るえ考

・発表を聞き、意見のある生徒にはその

意見を述べさせる。

・プリント（概要）

サッカーＵ－16インターナショナルドリームカップで日本代表が世界でも

最貧国と言われる国の代表に負けたことを取り上げ、生きるため、ひたむき

に戦うことの大切さを教わった。

この４教科だけでなく、他の教科においても、授業の中に道徳的な意識を高め

る場面を指導計画の中に取り入れた。

② 特別活動、家庭や地域との連携

○ 「振り返りシート」の活用

昨年度、特別活動を通して生徒の道徳

に対する意識の変化について、特に文化

祭に対する取組を取り上げ、研究してき

た。今年度は教科中心の研究であったが、

特別活動を通しての道徳意識の高まりは

大きなものであったことから、「振り返

りシート」を作成し、各行事の際、生徒

個々が各自の道徳的な目標をもって取り

組むことができるようにした。

なお、意識の変化については、昨年度

同様、アンケート調査で検証した。

○ 「奉仕活動」の実施

昨年度まで本校では、県高校総体の開

会式の際、学校に残留する生徒に対して

映画教室を実施していた。今年度は内容

を変更し、日頃、校地内であまり清掃を

する機会がない場所と学校周辺の道路(歩

道)の清掃を実施することにした。

当日は、１年生が校外、２年生がグラ

ウンド、３年生が校舎周辺を中心に、ゴミ拾いや草むしりを行った。

− 20−



５ 実践研究事例
(1) 「産業社会と人間」における取り組み

① 「産業社会と人間」のねらい

・自分史作成や体験学習等を通し

て、自分の適性や社会性等さま

ざまな自分の能力を理解する。

・職業調査、キャンパス・職場見

学、福祉交流、外部講師講話に

より、現実の社会に関するさま

ざまな体験から情報を収集する。

・高校卒業後の進路、その先の職

業を考えて将来設計を行う。そ

こから戻って、高校生活でどん

な学習をし、どんな力をつけれ

ばよいか原稿に書き出し、パワ

ーポイントでまとめてライフプ

ランとして公開授業の中で発表

する。

・各系列の体験学習や教科ガイダ

ンスなどから系列についての理

解を深め、進路希望と合わせて

系列決定し、履修計画を作成する。

② ポスターセッションについて

９月９日（金）第６校時、道徳教育をテーマとしたポスターセッションを行った。

公開授業に合わせ、「産業社会と人間について」「職業調査について」「職場体験に

ついて」「福祉交流について」の４テーマでそれぞれがグループを作り、授業で実

践した調べ学習・体験学習・体験発表等を道徳的観点から模造紙やパワーポイント

にまとめ、発表した。

以下は、今回身に付ける目標とした道徳的観点である。

・相互理解、寛容の精神の意識を涵養する。

・他人への思いやり、感謝の気持ちをもって、人に接する態度を育てる。

・社会参画の意識、勤労観、働くことの意義、公共の精神を涵養する。
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(2) 「公開研究授業」

① 日時・教科･科目・教材

９月９日（金）６校時

「現代文Ａ」 『山月記』（中島敦）

② 道徳的ねらい

人間には自らの弱さや醜さを克服する強さ

や気高く生きようとする心があることを理解

し、人間として生きることに喜びを見出す。

③ 指導案

時間 生徒の学習活動 支援及び指導上の留意点

導入 ５分 ○前時までの学習内容の確認。 ○開始時、机間巡視し、服装を確認する。

○本時の学習事項の確認。 ○ワークシートを配布する。

○李徴が虎になった自分の姿をどう感じ ○「醜悪」「あさましい」といった言葉に

ているかを本文中から抜き出す。 気付かせる。

（グループワーク）

○第５段落を音読する。 ○丸読み等、短く区切りながら読ませる。

展開 30分 ○李徴自身が虎に変身してしまった理由 ○「臆病な自尊心」「尊大な羞恥心」とい

として考えている言葉を捜す。 う言葉に気付かせる。

（グループワーク）

○虎に変身してしまった理由を話し合 ○自由な発想で考えさせる。

う。

（グループワーク）

○人の在り方について考える。 ○「信頼される社会人」とからめて考えさ

終末 15分 せる。

○各グループでホワイトボードを使って発

表させる。

(3) 学校行事・特別活動等における校訓に基づく道徳教育の配慮事項の例

活動名・分野・目的等 活動の様子 配慮事項

球技大会 ○生徒主体の運営

○競技を通して、礼儀、友 とし、ルールを

情、遵法精神、公正、集 遵守し、助け合

団生活の充実、感動など い、協力して競

の心を育む。 技運営させる。

一日体験学習会 ○自主性、創造性、

○学校紹介をすることで、 積極性を意識して

自主、創造、思いやり、 取り組ませる。

礼儀、郷土愛、勤労など

の心を育む。
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創立４０周年記念式典 ○全員で協力し、

○記念の手形アートを全校 一つのものを作

生徒で協力して作成する り上げる大切さ

ことで、責任、集団生活 を意識して取り

の充実、感動などの心を 組ませる。

育む。

マラソン大会 ○克己心、向上心、

○競技を通して、自律、向 責任感を意識し

上心、克己と強い意志、 て取り組ませる。

友情、感動などの心を育

む。

体育祭 ○向上心や克己心、

○競技を通して、自律、向 仲間との協力や

上心、克己と強い意志を、 責任感などを意

クラス対抗で行うことに 識しながら取り

より、友情、感動などの 組ませる。

心を育む。

国際交流 ○外国文化の理解

○外国の高校生との交流を や日本文化の理

通して、思いやり、相互 解、積極性を意

理解、国際理解などの心 識して取り組ま

を育む。 せる。

○ 創立４０周年記念式典

上記「学校行事」の中では「手形アート」の作成の

場面を取り上げたが、今年は創立４０周年という節目

であり、多くの場面において、校訓「礼・誠・明」と

「信頼される社会人」を意識した取組が実践された。

年度当初から導入された挨拶に続く声かけ運動（３

ｗａｙ挨拶）や式典を迎えるための校舎清掃の徹底、

高校生らしい清潔感のある身だしなみ、案内や駐車場

の誘導などの係業務に対する取組など、具体的な実践

を通して、それらが最終的には「信頼される社会人と

して活躍する力の育成」につながることを実感できた

取組であった。

式典当日は、生徒全員が心をひとつにし、集中力を

発揮して厳粛な式典にふさわしい態度で行動し、多く

の来賓から賞賛の言葉をいただくことができた。この

式典の成功も、生徒にとって自主性や協調性、自律心

の向上につながり、大きな自信になった。
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(4) 考察

平成２７年６月から平成２８年１２月ま

で５回実施してきたアンケート結果では、

２２項目のうち「節度・節制」以外の２１

項目において、「良くできている」「だい

たいできている」の数値は、第１回と比較

して増加している。特に昨年度あまり数値

の変化のなかった「自主、自律、自由と責

任」「公平、公正、社会正義」の２項目が

今年度になって大きく伸びたのは、昨年度

１年間の積み重ねの結果と思われる。また、

全校生徒のほぼ８割の生徒が「道徳意識は

高まっている」と答え、その理由を「学校

行事」や「先生の話」、「家族」としてい

ることから、生徒の道徳意識を高めるため

には、家庭との連携をとりながら、計画的

に特別活動や教科指導における道徳教育が

有効であると考える。

６ 研究の成果及び課題
(1) 研究の成果

２年間にわたり「信頼される社会人として活躍する力（「礼」「誠」「明」の育成）」

について道徳教育の観点から研究してきたが、生徒のアンケート結果を見てわかる

とおり、教科指導の中で、そして、特別活動の中で、道徳的意識をもって計画的に

職員や生徒が取り組むことで、生徒の意識の高まり、向上心や社会性、自律性が向

上し、各自の持つ「信頼される社会人として活躍する力」の育成に繋がることが明

らかになった。

(2) 今後の課題

来年度以降も引き続き、教科指導や特別活動を通して、生徒の道徳的意識を高め

るための取組を継続していく。そのためには全体計画の検証や検討、各教科の指導

計画の中に道徳的視点を盛り込む必要がある。また、家庭との連携を強化するため

に、ＰＴＡ総会やＰＴＡ新聞を通して、道徳教育の重要性を伝える必要がある。２

年間の研究の成果を職員全員が共有し、高い意識を持って継続的に取り組んでいき

たい。

７ 参照できるホームページ
http://www.seisui-hs.gsn.ed.jp/（群馬県立渋川青翠高等学校）
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○事業の概要（藤岡市教育委員会の取組） 

 
１ 道徳教育における小中一貫教育の推進  

 

○昨年度、東中校区の小学校３校、中学校１校の児童生徒の課題を、教職員の意見や保

護者・地域へのアンケート調査から把握し、東中校区の道徳教育における重点項目を

設定した。本年度は、その設定した重点項目について、東中校区全体における小中一

貫の系統表を作成し、その系統表に基づく実践を行うとともに、９年間の学びのつな

がりのある道徳の授業について校区全体で理解を深めた。 

 

 

２ 実践 

 

○東中校区の重点項目について、重点項目に関係する各校の行事や、４校共通した取組、

各校で利用している資料などを載せた系統表を作成した。 

○作成した系統表に基づいた、授業実践を行い、学びのつながりのある授業について校

区内の教員で理解を深めた。 

○「道徳郷土資料集『ぐんまの道徳』」（H26 群馬県教育委員会）に載っている藤岡市

に関係した資料を活用し、地域学習も兼ねた道徳の授業実践を行った。 

 

 

３ 教職員の資質の向上 

 

○それぞれの学校で公開授業を行い、小中学校の教員が合同で授業研究を行うことで、

学びのつながりのある道徳教育を行うために、どのような授業を行うべきかについて

理解を深めた。 

○道徳教育講演会を行い、発達段階に応じた授業の進め方や、読み物資料を基にした発

問の構成の仕方などを知ることで授業力向上を図った。 

 

 

４ 地域・家庭との連携 
 

○学級通信やＷｅｂページによる授業の様子の発信、授業参観等を通して、地域や家庭

の意見や感想をうかがう機会を設け、より実践的な道徳の授業をめざし、授業改善を

行った。 

○道徳の授業で扱った内容項目について、ワークシートを家庭に持ち帰り、家庭でも考

える機会を設けることによって家庭と連携して道徳教育を行った。 

 

 

５ 事業の成果 
 

○東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」に

ついて、東中校区全体で小中一貫した系統表を作成したことで、小中９年間を見通した

東中校区の道徳教育がより具体的になった。 

○道徳教育講演会の開催により、教師の道徳に対する意識が高まるとともに、授業づく

りの具体的なポイントについて学ぶことができ、指導力の向上につながった。 

○地域や家庭に道徳の指導の様子を学級通信やＷｅｂページで発信したり、道徳の

授業で行った内容項目について家庭で考えさせるような取組を行ったりするこ

とで、地域や家庭と連携した道徳教育を行うことができた。  
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  藤岡市教育委員会の事業内容 

１ 市の概要 

教育委員会名 所在地 電話番号 学校数 

ふじおかしきょういくいいんかい  

藤岡市教育委員会 
藤岡市藤岡１４８５ 0274－50－8212 

小学校１１校 

中学校 ５校 

 

２ これまでの取組 

「道徳教育における小中一貫教育の推進」 
本市では、授業を中心とした教育における継続性・安定性の保障を目指し、平成２６年

度から小中一貫教育に取り組んでいる。具体的には、小野小学校・小野中学校を先行実施

校とし、小中９年間で目指す子どもの姿を明らかにするとともに、９年間を見通したカリ

キュラムづくりを進めてきた。その成果や課題をもとに、全校区で小中一貫教育を推進し、

学びのつながりと生徒指導の継続に視点を置いた実践が行われている。 

前年度も本事業による指定を受け、本市で取り組んでいる小中一貫教育の一環として、

小中９年間で目指す子ども像の育成に向け、児童生徒の発達段階や学びのつながりを踏ま

えた道徳教育の推進を図った。 
具体的には、本市にある５つの中学校区の中から、東中校区（藤岡第一小学校、美九里

東小学校、美九里西小学校、東中学校）を指定校区とし、東中校区が９年間の教育活動で

目指す子ども像である「広い心、頑健な体、信頼できる学力をもった子ども」に迫るため

の課題は何か、保護者や地域、教員の願いをもとに育てたい・伸ばしたい内容項目は何か

といった観点で実態を分析し、「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」の３つ

を重点項目として設定した。 
また、道徳ファイルや道徳ノートなどを準備して、授業で記述させた児童生徒の思いや

考えを積み上げていく取組を校区全体で行うなど、小中一貫した道徳教育の充実を図って

きた。 

 

３ 研究の概要 

(1) 研究のねらい 

東中校区で定めている３つの重点項目に係る系統表を作成し、学びのつながりのあ

る授業実践を行う中で、校区内の学校における協働による授業づくりや合同研修会、

家庭や地域との連携を通して、さらに道徳教育の小中一貫教育推進体制を整え、教員

の指導力向上及び家庭や地域の道徳教育に対する意識の高揚を図り、道徳教育の一層

の充実をねらいとする。 
 

(2) 研究の内容 

① 東中校区の重点項目に係る系統表作成と実践 
東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の精神」 

に関わる道徳の授業をする際、内容項目の概要や各学年の指導上の留意点などが整理

された系統表を作成する。系統表には重点項目に関わる教育活動や各校で使用されて

いる資料も載せることで、教師が学びのつながりを意識した授業をする上で参照しや

すいように作成する。また、作成した系統表を活用し、授業実践することで、重点項

目をより意識した教育活動を行う。 

− 26−



 

② 教師の指導力向上 

昨年度と同じ講師を招き、道徳教育後援会を行い、読み物資料の価値の分析やねら 

う価値に迫る発問の構成など、授業で活用できる具体的なポイントについて学ぶこと

で、授業力の向上を図れるようにする。 

また、校区内の学校で学びのつながりを意識した公開授業や協働的な授業づくりを 

行うことで、教師が小中一貫した道徳指導についての意識を高められるようにする。 

 

４ 実践事例 

＜小学校（５年）での道徳授業実践＞ 

① 主題名 相手の立場に立って Ｂ－（７）親切、思いやり 
 
② 教材名 「くずれ落ちただんボール箱」（出典：東京書籍） 
 
③ ねらい 困っている人を見たときに、その人の立場に立って考え、親切にしようと 

する心情を育てる。 
 
④ 学びのつながり 

 ねらいとする価値 資料名 
小学校 
低学年 

身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。 るいくんのゴール  
さんぽ道 

小学校 
中学年 

相手のことを思いやり、進んで親切にする。 耳をおいてでかけられます

か？ 
心と心のあく手 

小学校 
高学年 

誰に対しても思いやりの心を持ち、相手の立場

に立って親切にする。 
くずれ落ちただんボール箱

言葉の力、わたしの思い 
中学校 思いやりの心をもって人と接するとともに、家

族などの支えや多くの人々の善意により日々

の生活や現在の自分があることに感謝し、進ん

でそれに応え、人間愛の精神を深める。 

月明かりで見送った夜汽車

 
⑤ 指導の工夫 
○ 心情円盤（「やりたい気持ち」をピンク、「やりたくない気持ち」を青で表現する）

で主人公の心情を表現することにより、それぞれの児童が考えの違いを理解し、児童

の多面的な意見を引き出せるようにした。 
○ 中心発問では、ワークシートに自分の考  

えを書かせてから話し合いをすることによ 
り、一人一人が自分の意見をもって主体的  
に話し合いに参加できるようにした。また、  
追発問し児童の考えを掘り下げ、類型化す   
ることによりねらいとする価値に気付くこ 
とができるようにした。 

 
⑥ 学習の様子 

孫がくずしてしまっただんボールを、お 
ばあさんに代わってわたしと友達の友子が整理した。しかし、事情を知らない店員に 
だんボール箱をくずしたのが自分達だと勘違いされて叱られてしまう。納得のいかな 
い二人であったが、３学期の始業式で、店員からの謝りの手紙を聞いて二人の心は明
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るくなるという資料である。主人公の心の動きを追いながら、心の葛藤やすがすがし

さに共感させながら授業を展開した。 
＜主な発問と児童の発言＞ 
○ 店員にしかられ、一緒に残りの段ボールを片付けるわたしはどんな気持ちだったで 

しょうか。 
・わたしがやったわけではないのに。 
・何で？どうしてわたしが怒られるの？ 
・こんなことになるなら、手伝わなけばよ

かった。 
・男の子のせいで怒られた。 
・いいことをしたのに、怒られるなんてす

ごい嫌だ。 
◎ おばあさんからお礼を言われたわたしは 

どんな気持ちだったでしょうか。 
（心情円盤でやらなければよかったと

いう気持ちを表現した児童の意見） 
・怒られて嫌だけど・・・・。 
・悔しいけど・・・・。 
・手伝わなければよかった。 

（心情円盤でやってよかったという気持ちを表現した児童の意見）  
・やってよかった。 
・お礼を言われたからよかった。 
・男の子が見つかってよかった。 
・おばあさんのためにだんボールを片付けた。よろこんでもらってよかった。  
・これからも困っている人がいたら助けよう。 

＜児童の感想＞ 
・お礼を言ってもらうのでなく、困っている人を助けてあげたい。 
・困っている人がいたら積極的に助けたい。 

 
⑦ 成果と課題（○成果、●課題） 
○ 心情円盤を使って主人公の心情を表現させることは、視覚的に分かりやすく有効な 

手立てである。また、自分と友達の考えの違いを捉えやすく、多様な意見が出た。  
○ 心情円盤を使って主人公の心情を表現してワークシートに自分の考えを書き、自分 

の意見をもってから話合いをしたので、多種多様な意見が積極的に出され、主体的な 
活動となった。 

○ 追発問し児童の考えを掘り下げながら類型化することにより、ねらいとする価値を 
高めることができた。 

● 話合いを深めるために心情円盤をどのように活用したらよいか、有効な使い方につ 
いての検討がまだ不十分であった。 

● 「また怒られるかもしれないからもう片付けないよね？」「くずれただんボールは  
店の人が直せばいいんじゃないの？」など、切り返しや揺さぶりの追発問をすること 
で、更に高い価値へと引き上げることができる。 
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系統表  

＜中学校（３年）での道徳授業実践＞ 

①  主題名  勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深める  
       Ｃ－（１３）勤労  

 

②  教材名  「足踏みミシンの修理屋さん」（道徳ノンフィクション資料 図書文化）  
 
③ ねらい 主人公が葛藤を抱えながらも家業を継ぎ、お客様の喜ぶ姿を見て仕事を続 
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けていく意思を強くもつ姿について学ぶことを通し、社会貢献することが働 

くことの重要な意義の１つであることに気付かせる。 

 

④ 学びのつながり 

 ねらいとする価値 
小学校

低学年 
働くことのよさを感じて，みんなのために働く。 

小学校

中学年 
働くことの大切さを知り，進んでみんなのために働く。 

小学校

高学年 
働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役に立

つことをする。 
中学校 勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じ

て社会に貢献する。 
 

⑤  指導の工夫  

○ 実際にマスザワミシンさんを訪問し撮ってきた写真を掲示することで、生徒が身近 

な問題としてとらえられるようにする。 

○ 増澤さんの気持ちの変化を時系列で追い、板書をまとめることで、生徒が主人公の

気持ちの変化をわかりやすく理解できるようにする。 

○ １人 1 人がきちんと自分の意見を持ち、発表し、友達の意見を聞いて再度自分の考 

えを見直しより深く考えることができるために、班で活動する場面と個人の意見を発 

表してもらう場面をバランスよく授業に取り入れる。 

 

⑥  学習の様子  

将来の職業について考えるとき、自分自身の適性や長所、そしてやりたいこ

とが中心になってしまう。しかし、職業はあくまでも社会貢献の側面があると

いうことを感じさせたい。職場体験のチャレンジウィークの感想として生徒た

ちは、働くことに対して社会貢献の側面があることを感じた生徒は一人しかい

なかった。しかし、主人公が夢を持っていたものの、ミシンを直した時のお客

さんの喜ぶ姿にミシンを直すことに生きがいを感じていくことをじっくり考え

る中で、「将来は人に役立つことをしたい」といった実感をもつようになった。 

 

⑦  生徒の感想   
「なぜ仕事を続けられたのだと思います 
か。」 

・自分がつがなければならないという、責

任感があったから。 

・ミシンが息を吹き返すのがうれしい。 

・長男だという責任感があったが、それだ

けでなく、ミシンを直すことでたくさん

の人の喜ぶ顔が見られたから。 

・自分が必要とされているから。 

・仕事のやりがいがあったから。 

「人は何のために働くのだと思いますか。」 

・家族を養うため、生活のために働いている。 

・人の役に立つため。 

・お金も大切だけど、やりがいがある仕事もいい仕事だなと思った。 

・人に喜んでもらえるというのは、うれしいことだと思った。だれかのためになる人

になりたい。 
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・人は、自分のため、人のために働くのだと思った。自分がなりたいと思った仕事に

必ず就けるわけではないと知った。でもやりがいを感じられるのはいいと思った。 

・最初は、長男で継がなくてはならないからなどという理由で、仕方なく始めた仕事

でも、嬉しいことや楽しいこと、やりがいがあるのだとわかった。 

・人はお金や家庭のためなど、自分のこと以外に、お客様や社会のために働くのだと

思った。将来やりがいを感じられる職に就きたいと思う。 

・将来について、いろいろ考えられてよかった。 

・あきらめずにがんばろうと思った。  
 
系統表  

− 31−− 30−



５ 事業の成果及び課題 

(1) 事業の成果 

①   東中校区の重点項目である「勇気・強い意志」「思いやり」「勤労・公共の

精神」についての教育活動や資料も載せた系統表を作成することができた。こ

の系統表により、小中一貫した道徳教育の流れについて具体的に把握すること  

ができると共に、活用することで各教育活動のつながりがわかり、より重点項  

目を意識した実践ができるようになった。  

②  道徳教育講演会を行うことで、道徳の教科化を見据え、求められている道徳  

の授業について理解を深めるとともに、学年による読み物資料の構成の違いや、 

発問の工夫など、授業づくりの大切なポイントについて具体的に知ることがで  

き、教師の指導力の向上につなげることができた。  

③  地域や家庭に道徳の指導の様子を学級通信やＷｅｂページで発信したり、道  

徳の授業で行った内容項目について家庭で考えさせるような取組を行ったりす  

ることで、地域や家庭と連携した道徳教育を行うことができた。  

  

(2) 今後の課題  

①   重点項目についての系統表をより活用し、系統表に沿った実践を行うととも  

に、他の内容項目に関わる系統表も作成し、さらに、小中一貫した道徳教育を  

実践していく。  

②  系統表と別葉、年間指導計画を参照しながら、他の教科においても道徳教育

を意識して、教育活動全体を通じて、道徳教育を推進していく。  

③  東中校区で取り組んだ成果を市内全体に広げ、道徳における小中一貫教育が  

さらに推進されるよう情報提供していく。  

 

 

６ 参照できるホームページ 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/（藤岡市教育委員会）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010001（藤岡第一小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010006（美九里東小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1010007（美九里西小学校）  

 

http://10209.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1020001（東中学校）  
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教育課程の編成・実施状況調査（道徳）の概要
（平成２８年１０月実施）

○道徳教育に係る各種計画の作成状況

道徳教育の全体計画及び道徳の時間の年間指導計画は、全ての小・中学校で整備され

ている。各教科等における道徳教育に関わる指導の内容を整備したもの等、全体計画の別

葉については、小学校81.9％、中学校70.6％と、前年度より整備が進んでいる。

来年度は、小学校において改正学習指導要領の全面実施に向けた移行期間の最終年を迎

える。校長の方針の下、道徳教育推進教師を中心に機能的な推進体制を整え、各校におけ

る全体計画の別葉に基づいて各教科等、教育活動全体を通じた道徳教育を実施していくと

ともに、道徳の時間の授業改善や評価等を充実させていくことが望まれる。

35ページから示した「『今後の道徳教育の充実に向けて』～教科化に向けて、各学校で

取り組んでいただきたいこと～」を参考に、各校における取組を進め、平成30年度の全面

実施（中学校は31年度から）を迎えていただきたい。

100

100

100

100

70.6 29.4

81.9 18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

道徳の時間の年間指導計画

全体計画の別葉

道徳教育の全体計画

道徳の時間の年間指導計画

全体計画の別葉

道徳教育の全体計画

作成した 作成していない
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「
今
後
の
道
徳
教
育
の
充
実
に
向
け
て
」

～
教

科
化

に
向

け
て
、

各
学

校
で
取

り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
～

学
習

指
導

要
領

等

３
０
年

度
～

（
2
0
1
8
～

）

２
８
年

度

（
2
0
1
6
）

２
７
年

度

(2
0
1
5
)

２
６
年

度

(2
0
1
4
)

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
９
年

度

（
2
0
1
7
）

学 教 法 施 行 規 則 改 正 ・ 学 習 指 導 要 領 改 訂

答 申

検
定

採
択

・
供

給

中
教

審

審
議

検
定

教
科

書

検
定

教
科

書
使

用
開

始
（

中
学

校
は

Ｈ
３
１～

）

※ 事 前 に 約 一 か 月 の パ ブ コ メ を 実 施

学
習

指
導

要
領

解
説

公
表

10
月

３
月

著
作

・
編

集

評
価

に
係

る
検

討

※
改

正
学

習
指

導
要

領
に
関

す
る
教

師
用

資
料

の
作

成
・
活

用
※

改
正

学
習

指
導

要
領

に
関

す
る
教

師
用

資
料

の
作

成
・
活

用

「
特

別
の

教
科

道
徳

」
に
よ
る

教
育

課
程

編
成

等

2
7
～

2
9
年

度
移

行
期

間

改
正

学
習

指
導

要
領

の
総

則
、
「
特

別
の

教
科

道
徳

」
の

趣
旨

・
内

容
を
踏

ま
え
た
取

組
が

可
能

2

７
月

小
学

校
H

30
~

中
学

校
H

3１
~

全
面

実
施

児 童 生 徒 の 学 習 評 価

及 び 指 導 要 録 の 改 善

等 に つ い て （ （ 通 知 ）

７
月

読
み
取
り
道
徳

考
え
る
道
徳

■
読
み
物
資
料
の

登
場
人
物
の

心
情
理
解
に

終
始
す
る
授
業

気
持
ち
の
変
化
を
捉
え
る

気
持
ち
に
共
感
さ
せ
る

■
自
分
と
の
関
わ
り
で

道
徳
的
価
値
を

考
え
る
授
業

自
分
自
身
を
見
つ
め
る

人
物
に
自
我
関
与
し
て
自
分
と

の
関
わ
り
で
考
え
る

※
決
し
て
今
ま
で
の
道
徳
の
全
否
定
で
は
な
い
。

読
み
物
教
材
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。

授
業

の
在

り
方

を
見

直
し
た
方

が
よ
い
授

業
と
は

①

押
し
付
け
道
徳

考
え
る
道
徳

■
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

決
ま
り
き
っ
た
こ
と
を
言
わ

せ
た
り
、
書
か
せ
た
り
す
る

授
業

何
が
大
切
か

ど
う
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か

■
自
分
と
の
関
わ
り
で

多
面
的
、
多
角
的
に

考
え
る
授
業

ど
の
よ
う
な
わ
け
で
大
切
な
の
か

ど
う
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か

授
業

の
在

り
方

を
見

直
し
た
方

が
よ
い
授

業
と
は

②

児
童

生
徒

は
お
お
よ
そ
分

か
っ
て
い
る
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そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３

そ
の
４

そ
の
５

全
体

計
画

、
年

間
指

導
計

画
の

整
備

家
庭

や
地

域
社

会
と
の

連
携

道
徳

の
時

間
の

評
価

道
徳

の
時

間
の

授
業

改
善

道
徳
の
時
間
の
指
導
体
制
の
充
実

教
科

化
に
向

け
て

取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

そ
の
１

道
徳
の
時
間
の
指
導
体
制
の
充
実

校
長
や
教
頭
な
ど
の
参
加
、
他
の
教
師
と
の
協
力
的
な

指
導

な
ど
に
つ
い
て
工

夫
し
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中

心
と
し
た
指

導
体

制
を
充
実
す
る
こ
と
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

小
学
校
Ｐ
８
３
）

学
級

担
任

の
教

師
が

行
う
こ
と
を
原

則
と
す
る
が

、
校
長

や
教

頭
な
ど
の

参
加

、
他

の
教

師
と
の

協
力
的

な
指

導
な

ど
に
つ
い
て
工

夫
し
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
と
し

た
指

導
体

制
を
充

実
す
る
こ
と
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

中
学
校
Ｐ
８
４
）

自
校
の
道
徳
教
育
の
方
針
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、
よ
り
よ
い
生
き
方
を
追
求
す
る
生
徒

道
徳
の
時
間
の
授
業
改
善

重
点

項
目

全 体 計 画 、 年 間 指 導 計 画 、

全 体 計 画 の 別 葉 の 改 善 ・ 充 実

生 命 の 尊 重

よ り よ い 学 校 生 活

集 団 生 活 の 充 実

思 い や り

感 謝
向 上 心

個 性 の 伸 長

学
校

教
育

活
動

全
体

で
行

う
道

徳
教

育

家 庭 と の 連 携

（ 通 信 ・ 道 徳 の 日 ・ リ ー フ レ ッ ト ）

資 料 提 示

の 工 夫

伝 え 合 う

活 動 の 工 夫

発 問 の
工 夫

道
徳

教
育

の
全

体
構

想
図

（
富

岡
市

立
南

中
学

校
）

自
校
の
道
徳
教
育

を
通
し
て
め
ざ
す

児
童
生
徒
像

道
徳
の
授
業
づ
く
り

に
お
け
る
重
点

自
校
の
道
徳
教
育

に
お
け
る

重
点
項
目

8

ア
道
徳
教
育
の
指
導
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と

イ
全
教
育
活
動
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
推
進
、
充
実
に
関
す
る

こ
と

ウ
道
徳
の
時
間
の
充
実
と
指
導
体
制
に
関
す
る
こ
と

エ
道
徳
用
教
材
の
整
備
・
充
実
・
活
用
に
関
す
る
こ
と

オ
道
徳
教
育
の
情
報
提
供
や
情
報
交
換
に
関
す
る
こ
と

カ
授
業
の
公
開
な
ど
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と

キ
道
徳
教
育
の
研
修
の
充
実
に
関
す
る
こ
と

ク
道
徳
教
育
に
お
け
る
評
価
に
関
す
る
こ
と

※
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

道
徳

編
平

成
20

年
8月

Ｐ
６
４

道
徳
教
育
推
進
教
師
を
支
え
る
校
内
の
体
制
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま
す
か

こ
れ
ら
の
役
割
を
教
員
全
員
で
分
担

し
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
が
全
体
を
意
識
し
て

各
担
当
の
取
組
を
調
整
し
た
り
、
助
言
し
た
り
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

道 徳 教 育 推 進 教 師 の 役 割
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そ
の
２

道
徳

の
時

間
の

授
業

改
善

第
1章

総
則

の
第

1の
2に

示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ

き
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、

道
徳

的
諸

価
値

に
つ
い
て
の

理
解

を
基

に
、
自

己
を
見

つ
め
、

物
事

を
（
広

い
視

野
か

ら
）
多

面
的

・
多

角
的

に
考
え
、
自
己

の
（
人

間
と
し
て
の

）
生

き
方

に
つ
い
て
の
考

え
を
深

め
る
学

習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力

、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度

を
育

て
る
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

小
学
校
Ｐ
１
５
、
中
学
校
Ｐ
１
３
）

道
徳
教
育
の
課
題
と
特
別
教
科
化
が
め
ざ
す
も
の

質
的
課
題

（
「
道

徳
教

育
の

在
り
方

に
関

す
る
懇

談
会

」
報

告
書

(H
25

.1
2.

26
)に

お
け
る
指
摘
よ
り
）

量
的
課
題

・
歴

史
的

経
緯

に
影

響
さ
れ

、
い
ま
だ
に

道
徳

教
育

そ
の

も
の

を
忌

避
し
が

ち
な
風

潮
が

あ
る
。

・
他

教
科

に
比

べ
て
軽

ん
じ
ら
れ

、
他
の
教
科
等
に
振
り
替
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か

。

年
間

35
時
間
単
位

時
間
が
確
実
に

確
保
さ
れ
る
と
い
う

量
的

確
保

・
教

員
を
は

じ
め
と
す
る
教

育
関

係
者

に
も
そ
の

理
念

が
十

分
に

理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
効
果
的
な
指
導
方
法
も
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

・
地
域
間
、
学
校
間
、
教
師
間
の
差
が
大
き
く
、
道
徳
教
育
に
関
す
る

理
解

や
道

徳
の

時
間

の
指

導
方

法
に
ば

ら
つ
き
が

大
き
い
。

・
授

業
方

法
が

、
読

み
物

の
登

場
人

物
の

心
情

を
理

解
さ
せ

る
だ
け

な
ど
の

型
に
は

ま
っ
た
も
の

に
な
り
が

ち
で
あ
る
。

・
学

年
が

上
が

る
に
つ
れ

て
、
道
徳
の
時
間
に
関
す
る
児
童
生
徒
の

受
け
止
め
が
よ
く
な
い
状

況
に
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
道
徳
的

価
値
を
理
解
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に

深
く
考
え
て
そ
の
自
覚

を
深
め
る
と
い
う

質
的

転
換

学
校

と
し
て
道

徳
の

授
業

を
大

切
に
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち

の
表

れ

日
々

の
道

徳
授

業
の
量
的
確
保
を

考
え
、
議

論
す
る
道

徳

考
え
る

主
体
的
に

⾃
分
と
の
関
わ
り
で

⾃
分
の
考
え
⽅
、
感
じ
⽅

を
明
確
に
す
る

⾃
分
の
考
え
⽅
、
感
じ
⽅

を
明
確
に
す
る

多
様
な
考
え
⽅
、

感
じ
⽅
と
出
合
い

交
流
す
る

⾃
分
の
考
え
⽅
、
感
じ
⽅

を
よ
り
明
確
に
す
る

⾃
分
の
考
え
⽅
、
感
じ
⽅

を
よ
り
明
確
に
す
る

道
徳

授
業

の
質

的
転

換
を
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「
A
か

B
か

」
を
議

論

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
と
は
？

デ
ィ
ベ
ー
ト

モ
ラ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
A
か

B
か

」
を
議

論
す
る

対
立

す
る
二

つ
の

立
場

で
議

論
し
て
優

劣
を
決

定
す
る

二
つ
の

選
択

肢
の

一
方

を
選

ぶ
の

で
は

な
く
、
よ
り
よ
い
解

決
や

合
意

を
求

め
て
学

び
合

う

最
後

ま
で 考
え
を
変
え
な
い

自
分

と
異

な
る
考

え
か

ら
学

ぶ
こ
と
を
期

待
す
る

ぶ
つ
か

り
合

っ
て

分
か

れ
る
議

論
つ
な
が

り
合

っ
て

よ
り
よ
い
も
の

を
め
ざ
す
議

論

参
考

；
「
特

別
の

教
科

道
徳

Q
＆

A
」
（
松

本
美

奈
／

貝
塚

茂
樹

／
西

野
真

由
美

／
合

田
哲

雄
）

二
項
対
立
を

例
に

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
と
は
？

自
分

の
考

え

友
だ
ち
と
互

い
の

考
え
を
交

流

新
た
な
気

付
き
、
思

考
の

深
ま
り

話
合
い

体
験
的
な
活
動

（
役
割
演
技
な
ど
）

自
分

の
考

え
と

こ
ん
な
違

い
が

あ
る
な

友
だ
ち
の

こ
う
い
う
考

え
が

い
い
な

交
流

し
た
考

え
の

比
較

・
検

討

納
得

解
（
自
分
で
納
得
で
き
、

周
囲

の
納

得
も
得

ら
れ

る
解

）
新

た
な
問

い

道 徳 的 価 値 の 理 解 を よ り 深 め て い く た め の プ ロ セ ス

「
明
確
な
指
導
観
」
を
も
つ
と
は
‥

１
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
（道

徳
の
内

容
）に

つ
い
て
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

明
確
な
考
え
を
も
つ
。

２
明
確
な
価
値
観
を
基
に
子
供
た
ち
に
ど
の

よ
う
に
指
導
し
、
子
供
た
ち
が
何
を
学
び
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
よ
さ
や
課
題
を
確
認
し
、

本
時
で
学
ば
せ
た
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

３
授
業
者
の
明
確
な
価
値
観
、
児
童
生
徒

観
を
も
と
に
、
教
材
の
活
用
の
仕
方
を
明

ら
か
に
す
る
。

価
値
観

児
童

生
徒
観

教
材
観

指 導 観

道
徳

授
業

を
ど
の

よ
う
に
構

想
す
る
か

児
童
⽣
徒
に
考
え
さ
せ
た
い
こ
と
、
学
ば
せ
た
い
こ
と

授
業
の
実
施

指
導

観
学
校
の
道
徳
教
育
の
重
点
⽬
標

教
育
活
動
全
体
で
⾏
う
道
徳
教
育

学
校
の
道
徳
教
育
の
重
点
内
容
項
⽬

授
業
者
の

価
値
観

教
育
活
動
全
体
で
⾏
う
道
徳
教
育
の

結
果
と
し
て
の
⼦
供
の
実
態

児
童

⽣
徒

観

児
童
⽣
徒
に
考
え
さ
せ
た
い
こ
と
、
学
ば
せ
た
い
こ
と

に
基
づ
く
教
材
活
⽤

登
場
⼈
物
へ
の
⾃
我
関
与

問
題
解
決
的
な

学
習

体
験
的
な
学
習

…

教
材
観

道
徳
的
諸
価
値
の
理
解
の
基
に
、
自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
え
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習

現
実

に
は

、

こ
れ

が
な
い
ま
ま

始
ま
る
教

材
研

究
が

多
い
。
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児
童

生
徒

に
考

え
さ
せ

た
い
こ
と
、
学

ば
せ

た
い
こ
と

こ
の
教
材
を
使
っ
て

ど
の
よ
う
に

指
導
し
よ
う
か
な
？

「
読
み
取
り
道
徳
」

に
陥
り
や
す
い

（
児
童
生
徒
の
実
態
と
ず
れ
た

内
容
に
も
な
り
や
す
い
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
を

児
童
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
い
な

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
教
材
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
？

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

に
向
か
い
や
す
い

（
児
童
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
い
こ
と
に
基

づ
い
た
発
問
構
成
、
話
合
い
活
動
、
役

割
演
技
等
に
つ
な
が
る
）

は
っ

き
り

あ
い

ま
い

質
の

高
い
多

様
な
指

導
方

法
【
例

】
読
み
物
教
材
の
登
場
⼈
物
へ

の
⾃
我
関
与
が
中
⼼
の
学
習

問
題
解
決
的
な
学
習

道
徳
的
⾏
為
に
関
す
る

体
験
的
な
学
習

ね ら い

教
材
の
登
場
⼈
物
の
判
断
や

⼼
情
を
⾃
分
と
の
関
わ
り
に

お
い
て
多
⾯
的
・
多
⾓
的
に

考
え
る
こ
と
を
通
し
、
道
徳

的
諸
価
値
の
理
解
を
深
め
る
。

児
童
⽣
徒
⼀
⼈
⼀
⼈
が
⽣
き
る

上
で
出
会
う
様
々
な
道
徳
的
諸

価
値
に
関
わ
る
問
題
や
課
題
を

主
体
的
に
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
資
質
・
能
⼒
を
養
う
。

役
割
演
技
な
ど
の
体
験
的
な
学
習
を
通
し

て
、
実
際
の
問
題
場
⾯
を
実
感
を
伴
っ
て

理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
様
々
な
問
題

や
課
題
を
主
体
的
に
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
資
質
・
能
⼒
を
養
う
。

導 ⼊
道
徳
的
価
値
に
関
す
る
内
容

の
提
⽰

問
題
の
発
⾒
や
道
徳
的
価
値
の

想
起
な
ど

道
徳
的
価
値
を
実
現
す
る
⾏
為
に

関
す
る
問
題
場
⾯
の
提
⽰
な
ど

展 開
登
場
⼈
物
へ
の
⾃
我
関
与

道
徳
的
価
値
と
⾃
分
と
の
関

係
で
の
振
り
返
り

道
徳
的
な
問
題
状
況
の
分
析

解
決
策
の
構
想
な
ど

解
決
策
の
選
択
や
決
定

諸
価
値
の
理
解
の
深
化

課
題
発
⾒

道
徳
的
な
問
題
場
⾯
の
把
握
や
考
察

問
題
場
⾯
の
役
割
演
技
や
道
徳
的
⾏

為
に
関
す
る
体
験
的
な
活
動
の
実
施

道
徳
的
価
値
の
意
味
の
考
察

終 末
ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

※
こ
れ

ら
の

指
導

方
法

は
、
独

立
し
た
「
型

」
を
示

し
た
も
の

で
は

な
く
、
多

様
な
指

導
方

法
の

「
例

示
」
で
あ
る
。

～
多

様
で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

～

改
正
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
先
行
実
施
に
向
け
て

「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

①
【
小

学
校

１
・
２
年

】
道

徳
の

時
間

①
資
料
「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

○
う
さ
ぎ
や

き
つ
ね

を
追

い
返

し
て
意

地
悪

を
し
て

い
る
お
お
か
み
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
。

○
く
ま
に
橋

を
渡

ら
せ

て
も
ら
っ
た
お
お
か

み
は

、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
思

っ
て
い
た
の

か
。

※
役

割
演

技
の

活
用

○
お
お
か

み
は

、
く
ま
の

後
ろ
姿

を
、
ど
の

よ
う
な

気
持

ち
で
い
つ
ま
で
も
見

て
い
た
の
か

。
○

う
さ
ぎ
を
抱

き
上

げ
、
親

切
な
行

い
を
し
た
お
お

か
み

は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
思

っ
た
の

か
。

○
お
お
か

み
が

言
っ
た
最

初
と
最

後
の

場
面

の
「
え
へ

ん
、
へ

ん
。
」

の
言

葉
に
込

め
ら
れ

た
気

持
ち
は

、
ど
の

よ
う
な
も
の

か
。

②
親

切
な
行

い
が

で
き
た
と
き
の

こ
と
や

そ
の

と
き
の

気
持

ち
を
話

し
合

う
。

【
小

学
校

１
・
２
年

】
道

徳
の

時
間

①
資
料
「
は
し
の
上
の
お
お
か
み
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

○
う
さ
ぎ
や

き
つ
ね

を
追

い
返

し
て
意

地
悪

を
し
て

い
る
お
お
か
み
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
。

○
く
ま
に
橋

を
渡

ら
せ

て
も
ら
っ
た
お
お
か

み
は

、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
思

っ
て
い
た
の

か
。

※
役

割
演

技
の

活
用

○
お
お
か

み
は

、
く
ま
の

後
ろ
姿

を
、
ど
の

よ
う
な

気
持

ち
で
い
つ
ま
で
も
見

て
い
た
の
か

。
○

う
さ
ぎ
を
抱

き
上

げ
、
親

切
な
行

い
を
し
た
お
お

か
み

は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
思

っ
た
の

か
。

○
お
お
か

み
が

言
っ
た
最

初
と
最

後
の

場
面

の
「
え
へ

ん
、
へ

ん
。
」

の
言

葉
に
込

め
ら
れ

た
気

持
ち
は

、
ど
の

よ
う
な
も
の

か
。

②
親

切
な
行

い
が

で
き
た
と
き
の

こ
と
や

そ
の

と
き
の

気
持

ち
を
話

し
合

う
。

20

◆
役
割
演
技
の
活
⽤

お
お
か
み
が
、
く
ま
に
橋
を
渡
ら
せ
て
も
ら
っ

た
場
⾯
で
役
割
演
技
を
取
り
⼊
れ
、
親
切
に
さ
れ

た
と
き
の
う
れ
し
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
教
師
が
く
ま
の
役
に
な
り
、
児
童
が

お
お
か
み
の
役
に
な
っ
て
、
橋
を
渡
ら
せ
て
も
ら

い
、
く
ま
の
後
ろ
姿
を
⾒
て
い
る
と
き
の
気
持
ち

を
実
感
と
し
て
捉
え
さ
せ
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち

を
表
現
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）
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【
小

学
校

３
・
４
年

】
道

徳
の

時
間

①
５
６
Ｐ
を
読
ん
で
、
知
っ
て
い
る
挨
拶
を
書
き

込
み

、
発

表
し
合
う
。
ま
た
、
そ
の
挨
拶
に
込
め

ら
れ
て
い
る
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
声

に
出

し
て
挨

拶
を
し
て
み
る
。

②
５
７
Ｐ
を
読
ん
で
、
友
達
と
話
す
と
き
と
大
人
と

話
す
と
き
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付

け
て
言
葉
を
使
い
分
け
れ
ば
よ
い
か
話
し
合
う
。

③
５
８
Ｐ
を
読
ん
で
、
振
る
舞
い
で
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
例
を
挙
げ
て
実

際
に
や

っ
て
み

る
。

④
礼

儀
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ
い
て
話

し
合

う
。

【
小

学
校

３
・
４
年

】
道

徳
の

時
間

①
５
６
Ｐ
を
読
ん
で
、
知
っ
て
い
る
挨
拶
を
書
き

込
み

、
発

表
し
合
う
。
ま
た
、
そ
の
挨
拶
に
込
め

ら
れ
て
い
る
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
声

に
出

し
て
挨

拶
を
し
て
み
る
。

②
５
７
Ｐ
を
読
ん
で
、
友
達
と
話
す
と
き
と
大
人
と

話
す
と
き
と
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付

け
て
言
葉
を
使
い
分
け
れ
ば
よ
い
か
話
し
合
う
。

③
５
８
Ｐ
を
読
ん
で
、
振
る
舞
い
で
気
を
付
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
例
を
挙
げ
て
実

際
に
や

っ
て
み

る
。

④
礼

儀
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ
い
て
話

し
合

う
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係

る

具
体

的
な
動

作
や

所
作

の
在

り
方

等
に
関

す
る
学

習

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

21

【
小

学
校

５
・
６
年

】
道

徳
の

時
間

①
自

由
と
は

ど
の

よ
う
な
こ
と
か

、
自

由
だ
か

ら
で
き

る
こ
と
は

何
か

に
つ
い
て
話

し
合

う
。

②
３
３
Ｐ
を
読

ん
で
、
三
つ
の

例
に
関

し
て
、
自

由
を

生
か

す
自

律
的

で
責

任
あ
る
行

動
に
つ
い
て
話

し
合

う
。 ○

時
間

の
使

い
方

○
小

遣
い
の

使
い
道

○
目

標
へ

の
挑

戦

③
自

由
を
生

か
す
自

律
的

で
責

任
あ
る
行

動
が

で
き
た
経

験
や

そ
の

と
き
の

気
持

ち
に
つ
い
て
話

し
合

う
。

④
３
１
Ｐ
の

二
つ
の

格
言

を
読

ん
で
、
そ
の

意
味

、
自

由
だ
か

ら
こ
そ
大

切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
話

し
合

う
。

【
小

学
校

５
・
６
年

】
道

徳
の

時
間

①
自

由
と
は

ど
の

よ
う
な
こ
と
か

、
自

由
だ
か

ら
で
き

る
こ
と
は

何
か

に
つ
い
て
話

し
合

う
。

②
３
３
Ｐ
を
読

ん
で
、
三
つ
の

例
に
関

し
て
、
自

由
を

生
か

す
自

律
的

で
責

任
あ
る
行

動
に
つ
い
て
話

し
合

う
。 ○

時
間

の
使

い
方

○
小

遣
い
の

使
い
道

○
目

標
へ

の
挑

戦

③
自

由
を
生

か
す
自

律
的

で
責

任
あ
る
行

動
が

で
き
た
経

験
や

そ
の

と
き
の

気
持

ち
に
つ
い
て
話

し
合

う
。

④
３
１
Ｐ
の

二
つ
の

格
言

を
読

ん
で
、
そ
の

意
味

、
自

由
だ
か

ら
こ
そ
大

切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
話

し
合

う
。

◆
言

語
活

動
の

充
実

問
題

解
決

的
な
学

習

「
私

た
ち
の

道
徳

」
（
小

学
校

５
・
６
年

）
３
３
Ｐ

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

22

【
中

学
校

】
道

徳
の

時
間

①
資

料
「
二

通
の
手
紙
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

○
規

則
に
反

し
て
姉
弟
を
入
園
さ
せ
た
元
さ
ん
の
判

断
に
賛

成
か

反
対
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
理
由
も

含
め
て
意

見
を
交
流
す
る
。
ま
た
、
相
手
側
の
意
見
を

聞
い
て
考

え
た
こ
と
も
述
べ
る
。

※
弟

の
誕

生
日
だ
か
ら
と
い
う
姉
の
思
い
、
ま
た
、

重
大

な
事

故
が

起
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
も
考

慮
し
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

○
自

分
が

元
さ
ん
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
と

き
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
と
思
う
か
。

②
法

や
き
ま
り
は
な
ぜ
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
破
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

【
中

学
校

】
道

徳
の

時
間

①
資

料
「
二

通
の
手
紙
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

○
規

則
に
反

し
て
姉
弟
を
入
園
さ
せ
た
元
さ
ん
の
判

断
に
賛

成
か

反
対
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
理
由
も

含
め
て
意

見
を
交
流
す
る
。
ま
た
、
相
手
側
の
意
見
を

聞
い
て
考

え
た
こ
と
も
述
べ
る
。

※
弟

の
誕

生
日
だ
か
ら
と
い
う
姉
の
思
い
、
ま
た
、

重
大

な
事

故
が

起
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
も
考

慮
し
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

○
自

分
が

元
さ
ん
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
と

き
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
と
思
う
か
。

②
法

や
き
ま
り
は
な
ぜ
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
破
る
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

◆
多

様
な
意

見
や

自
分

と
異

な
る
考

え
方

な
ど
も
踏

ま
え
て
、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
さ
せ

る
こ
と
を
重

視
す

る
な
ど
、
発

達
の

段
階

を
踏

ま
え
た
発

問
の

工
夫

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

多
様

で
効

果
的

な
指

導
方

法
の

工
夫

（
「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

例
）

23

発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
道
徳
科
の
指
導
に
つ
い
て

【
例
】

学
習
上
の
困
難
が
あ
る

児
童
⽣
徒

集
中
す
る
こ
と
や
継
続
的
な

⾏
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
困
難
が
あ
る
児
童
⽣

徒

他
⼈
と
の
社
会
的
関
係
の
形

成
に
困
難
が
あ
る
児
童
⽣
徒

考
え
ら
れ

る
障
害

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
等

注
意
⽋
陥
他
動
性
障
害

（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
等

⾃
閉
症
等

指 導 上 の 必 要 な 配 慮

・
⾔
葉
の
意
味
や
正
し
い
名
称

を
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

⾔
葉
の
意
味
な
ど
を
丁
寧
に
伝

え
る
。

・
提
⽰
す
る
教
材
な
ど
に
は
、

⾳
声
に
よ
る
情
報
を
付
け
加
え

る
。

・
⾃
分
の
考
え
を
⽂
字
で
表
現

し
た
り
、
⽂
字
で
書
か
れ
た
他

者
の
意
図
を
読
み
取
っ
た
り
す

る
こ
と
が
苦
⼿
な
の
で
、
⾔
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
⽅
法

を
⽂
字
⾔
語
の
み
に
限
定
し
な

い
。

な
ど

・
適
度
な
時
間
で
活
動
が
切
り
替

わ
り
、
注
意
が
持
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

・
成
⻑
が
認
め
ら
れ
る
⾏
動
や
発

⾔
が
あ
っ
た
場
合
は
、
⾏
動
や
発

⾔
の
あ
っ
た
都
度
、
評
価
す
る
。

・
「
あ
と
五
分
」
「
こ
こ
ま
で

や
っ
た
ら
」
な
ど
、
短
期
的
で
具

体
的
な
⾒
通
し
を
⽰
し
て
努
⼒
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

な
ど

・
他
者
の
⼼
情
を
理
解
す
る
た

め
に
、
役
割
を
交
代
し
て
動
作

化
や
劇
化
を
⾏
う
。

・
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
、
イ
ラ
ス
ト
に
し
た
り
せ
り

ふ
を
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
ル
ー
ル
は
明
⽂
化
す
る
。
同

時
に
、
本
⼈
が
理
解
し
て
も
こ

だ
わ
り
等
に
よ
り
変
え
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
る
と
理
解
し
て
お

く
。

な
ど
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そ
の
３

道
徳

の
時

間
の

評
価

児
童

（
生

徒
）
の

学
習

状
況

や
道

徳
性
に
係

る
成

長
の

様
子

を
継
続
的
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す
よ
う

努
め
る
必

要
が

あ
る
。
た
だ
し
、
数

値
な
ど
に
よ
る

評
価

は
行

わ
な
い
も
の

と
す
る
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

小
学
校
Ｐ
１
０
４
、
中
学
校
Ｐ
１
０
７
）

道
徳

科
に
お
け
る
評

価
の

在
り
方

に
つ
い
て

○
児

童
生

徒
側

か
ら
見

れ
ば

・
・
・
自

ら
の

成
長

を
実

感
し
、
意

欲
の

向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
も
の

教
師
側
か
ら
見
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
教
師
が
目
標
や
計
画
、
指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
に
取
り
組
む

た
め
の

資
料

○
道

徳
科

の
特

質
を
踏

ま
え
れ

ば
、
評

価
に
当

た
っ
て
、

・
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記

述
式

と
す
る
こ
と
、

・
個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
大

く
く
り
な
ま
と
ま
り
を
踏

ま
え
た
評

価
と
す
る
こ
と
、

・
他
の
児
童
生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価

で
は
な
く
、
児

童
生

徒
が

い
か

に
成

長
し
た
か

を
積

極
的

に
受

け
止

め
て
認

め
、
励

ま
す
個

人
内

評
価

と
し
て
行

う
こ
と
、

・
学
習
活
動
に
お
い
て
児
童
生
徒
が

よ
り
多

面
的

・
多

角
的

な
見

方
へ

と
発

展
し
て
い
る
か

、
道

徳
的

価
値

の
理

解
を
自

分
自

身
と
の

関
わ

り
の

中
で
深

め
て
い
る
か

と
い
っ
た
点

を
重

視
す
る
こ
と
、

・
道

徳
科

の
学

習
活

動
に
お
け
る
児

童
生

徒
の

具
体

的
な
取

組
状

況
を
一

定
の

ま
と
ま
り
の

中
で
見

取
る
こ
と

が
求

め
ら
れ

る
。

【
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
】

（
平

成
28

年
7月

22
日

道
徳
教
育
に
係
る
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
）

道
徳

科
に
お
け
る
評

価
の

在
り
方

に
つ
い
て

○
指
導
要
録
に
お
い
て
は
当
面
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長

の
様
子
に
つ
い
て
、
発
言
や
会
話
、
作
文
・
感
想
文
や
ノ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

・
自

分
と
違

う
意

見
を
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
複

数
の

道
徳

的
価

値
の

対
立

す
る
場

面
を

多
面

的
・
多

角
的

に
考

え
よ
う
と
し
て
い
る

等
・
読

み
物

教
材

の
登

場
人

物
を
自

分
に
置

き
換

え
て
具

体
的

に
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

道
徳

的
価

値
を
実

現
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
自

分
ご
と
と
し
て
捉

え
考

え
よ
う
と
し
て
い
る

等
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
て
見
取
り
、
特
に
顕
著
と
認
め
ら
れ

る
具

体
的

な
状

況
を
記

述
す
る
、
と

い
っ
た
改

善
を
図
る
こ
と
が
妥
当
。

○
評

価
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
が
一
年
間
書
き
た
め
た
感

想
文

を
フ
ァ
イ
ル
し
た
り
、
１
回
１
回

の
授
業
の
中
で
全
て
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
評
価
を
意
識
し
て
変
容
を
見
取
る
の
は
難
し
い
た

め
、
年
間
３
５
時
間
の
授
業
と
い
う
長
い
期
間
の
中
で
見
取
っ
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
。

○
道
徳
科
に
お
け
る
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成

長
の
様
子
の
把
握
は
、
「
各
教
科
の
評
定
」

や
「
出
欠
の
記
録
」
等
と
は
基
本
的
な
性
格
が
異
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か

ら
、
調

査
書

に
記

載
せ

ず
、
入

学
者

選
抜
の
合
否
判
定
に
活
用
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要

。

【
道
徳
科
の
評
価
の
方
向
性
】

（
平

成
28

年
7月

22
日

道
徳
教
育
に
係
る
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
）

参
考

；
「
特

別
の

教
科

道
徳

Q
＆

A
」
（
松

本
美

奈
／

貝
塚

茂
樹

／
西

野
真

由
美

／
合

田
哲

雄
）

道
徳

科
に
お
け
る
評

価
の

在
り
方

に
つ
い
て

道
徳

の
授

業
で

評
価

す
る

こ
と

○
個

々
の

内
容

項
目

の
達

成
状

況

思
い
や
り
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か

国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か

○
気

付
き
や

深
ま
り
、
実

践
へ

の
意

欲
学

習
の

中
で
、
自

分
の

体
験

を
思

い
出

し
て
、
自

分
ご
と
と
し
て

考
え
よ
う
と
し
て
い
る

自
分

と
は

違
う
考

え
か

ら
学

ん
で
い
る

議
論

の
中

で
対

立
す
る
見

方
を
乗

り
越

え
る
視

点
を
出

そ
う
と
し
て
い
る

学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
生

か
せ

る
か

を
具

体
的

に
考

え
て
い
る
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そ
の
４

全
体

計
画

、
年

間
指

導
計

画
の

整
備

各
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
基
づ
き
、
各
教

科
、
（
外
国
語
活
動
）
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
と

の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
道
徳
科
の
年
間
指
導
計
画
を
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
２
に
示
す
（
各
学
年

段
階
の
）
内
容
項
目
に
つ
い
て
、
（
相
当
す
る
）
各
学
年
に
お
い
て
全

て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
児
童
（
生
徒
）
や
学
校
の
実

態
に
応
じ
、
２
学
年
間
（
３
学
年
間
）
を
見
通
し
た
重
点
的
な
指
導
や

内
容
項
目
間
の
関
連
を
密
に
し
た
指
導
、
一
つ
の
内
容
項
目
を
複

数
の
時
間
で
扱
う
指
導
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
も
の
と

す
る
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

小
学
校
Ｐ
７
０
、
中
学
校
Ｐ
６
９
）

○
週
１
時
間
の
授
業
で

○
子
ど
も
が
将
来
出
会
う
で
あ
ろ

う
様
々
な
場
面
で
主
体
的
に
道

徳
的
な
行
為
が
で
き
る
よ
う
に

○
即
効
性
を
求
め
な
い

道
徳

教
育

各
教
科
等
の
特
質

（
目
標
）
を
視
点
と
し
て

道
徳

の
時

間

内
面
的
資
質
の
育
成

○
子
ど
も
が
登
校
し
て
か
ら
下
校
す
る
ま

で
○
プ
ラ
ス
面
を
よ
り
プ
ラ
ス
に
、
マ
イ
ナ

ス
面
を
プ
ラ
ス
に

○
即
効
性
を
求
め
る

主
と
し
て
道
徳
的
実
践
の
指
導

日
常
生
活
指
導
を
と
お
し
て

国
語

社
会

算
数
・
数
学

理
科

生
活

音
楽

技
術
・
家
庭

図
工
・
美
術

体
育

外
国

語
総
合
的
な
学
習
の

時
間

特
別
活
動

各
教
科

等
の
時

間
や

日
常

生
活

指
導

を
通

し
て
行

う
道

徳
教

育

・
・
・
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
て
行

う

31

全
体
計
画
の
別
葉
の
見
直
し
・
改
善

～
伊
勢
崎
市
立
名
和
小
学
校
の
実
践
か
ら
～

全
体
計
画
の
別
葉
を

学
年
ご
と
に
職
員
室
に
掲
示

道
徳
の
時
間
や
他
の
教
科
の

授
業
実
践
を
踏
ま
え
て
、

補
充
・
深
化
・
統
合
の
関
連
や

効
果
の
有
無
の
確
認

加
除

修
正

新
た
な
内

容
項

目
へ

の
対

応

い
じ
め
問

題
へ

の
対

応

「
私

た
ち
の

道
徳

」
の

活
用

②

改
正
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
先
行
実
施
に
向
け
て
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33

新
た

な
内

容
項

目
へ

の
対

応
（
小

学
校

）

学
年

新
た

な
内

容
項

目
わ

た
し

た
ち

の
道

徳

小
学

校
低

学
年

個
性

の
伸

長
Ａ

（
４

）
自

分
の

特
徴

に
気

付
く
こ

と
・
よ

い
と

こ
ろ

を
見

つ
け

た
よ

「
ま

ん
が

が
す

き
」

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

Ｃ
（
１

１
）

自
分

の
好

き
嫌

い
に

と
ら

わ
れ

な
い

で
接

す
る

こ
と

・
み

ん
な

と
な

か
よ

く

国
際

理
解

、
国

際
親

善

Ｃ
（
１

６
）

他
国

の
人

々
や

文
化

に
親

し
む

こ
と

・
ほ

か
の

国
の

こ
と

を
知

ろ
う

小
学

校
中

学
年

相
互

理
解

、
寛

容

Ｂ
（
１

０
）

自
分

の
考

え
や

意
見

を
相

手
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

相
手

の
こ

と
を

理
解

し
、

自
分

と
異

な
る

意
見

も
大

切
に

す
る

こ
と

・
周

り
の

人
た

ち
と

、
も

っ
と

仲
良

く
す

る
た

め
に

公
正

、
公

平
、

社
会

正
義

Ｃ
（
１

２
）

誰
に

対
し

て
も

分
け

隔
て

を
せ

ず
、

公
正

、
公

平
な

態
度

で
接

す
る

こ
と

・
分

け
へ

だ
て

を
し

な
い

小
学

校
高

学
年

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

Ｄ
（
２

２
）

よ
り

よ
く
生

き
よ

う
と

す
る

人
間

の
強

さ
や

気
高

さ
を

理
解

し
、

人
間

と
し

て
生

き
る

喜
び

を
感

じ
る

こ
と

・
生

き
る

喜
び

を
感

じ
て

「
真

海
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

平
成

２
８

年
度

版
「
わ

た
し

た
ち

の
道

徳
」
の

新
た

な
内

容
項

目
へ

の
対

応

い
じ

め
問

題
へ

の
対

応
い

じ
め

に
正

面
か

ら
向

き
合

う
内

容
や

善
悪

の
判

断
、

信
頼

・
友

情
、

規
範

意
識

、
公

平
・
公

正
な

ど
の

内
容

を
充

実

小
学

校
１

・
２

年
・
「
お

よ
げ

な
い

り
す

さ
ん

」
（
読

み
物

資
料

）
・
人

と
し

て
し

て
は

な
ら

な
い

こ
と

に
関

す
る

こ
と

小
学

校
３

・
４

年
・
「
同

じ
仲

間
だ

か
ら

」
（
読

み
物

資
料

）
・
人

と
し

て
守

ら
な

く
て

は
な

ら
な

い
き

ま
り

に
関

す
る

こ
と

小
学

校
５

．
６

年
・
「
愛

の
日

記
」
（
読

み
物

資
料

）
・
「
い

じ
め

ら
れ

て
い

る
君

へ
」
（
メ

ッ
セ

ー
ジ

）

中
学

校
・
「
卒

業
文

集
最

後
の

二
行

」
（
読

み
物

資
料

）
・
「
い

じ
め

撲
滅

宣
言

」

「
Ｃ

郷
土

を
愛

す
る

態
度

」
「
Ｄ

自
然

愛
護

」
の

授
業

の
充

実

～
郷

土
の

特
色

が
生

か
せ

る
教

材
の

使
用

～

道
徳

郷
土

資
料

集
「
ぐ

ん
ま

の
道

徳
」
の

活
用

改
正

学
習

指
導

要
領

解
説

小
学

校
Ｐ

１
０

０

１
教

材
の

開
発

と
活

用
の

創
意

工
夫

(2
) 

多
様

な
教

材
を

活
用

し
た

創
意

工
夫

あ
る

指
導

道
徳

科
に

お
い

て
も

、
主

た
る

教
材

と
し

て
教

科
用

図
書

を

使
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

言
う

ま
で

も
な

い
が

、
道

徳
教

育
の

特
性

に
鑑

み
れ

ば
、

各
地

域
に

根
ざ

し
た

地
域

教
材

な
ど

、
多

様
な

教
材

を
併

せ
て

活
用

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。

様
々

な
題

材
に

つ
い

て
郷

土
の

特
色

が
生

か
せ

る
教

材
は

、
児

童
に

と
っ

て
特

に
身

近
な

も
の

に
感

じ
ら

れ
、

教
材

に
親

し
み

な
が

ら
、

ね
ら

い
と

す
る

道
徳

的
価

値
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

地
域

教
材

の
開

発
や

活
用

に
も

努
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

「
C

 郷
土

を
愛

す
る

態
度

」
「
D

 自
然

愛
護

」
の

授
業

の
充

実

道 徳 郷 土 資 料 集

「 ぐ ん ま の 道 徳 」 の 活 用

→
児

童
生

徒
に

身
近

で
親

し
み

を
与

え
る

授
業

を
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そ
の
５

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携

道
徳
科
の
授
業
を
公
開

し
た
り
、
授

業
の

実
施

や
地

域
教

材
の

開
発

や
活

用
な
ど
に
家
庭
や
地
域

の
人
々
、
各
分
野
の
専
門
家
等
の
積
極
的
な
参
加

や
協

力
を
得

た
り
す
る
な
ど
、
家

庭
や

地
域

社
会

と
の
共
通
理
解
を
深
め
、
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
。

（
改
正
学
習
指
導
要
領
解
説

小
学
校
Ｐ
９
７
、
中
学
校
Ｐ
１
０
０
）

（
１
）
道
徳
の
授
業
公
開

【
例
】

・
通
常
の
授
業
公
開
に
よ
る
参
観
や
校
長
に
よ
る
自
校
の
道
徳

教
育
に
つ
い
て
の
説
明

・
授
業
参
観
後
の
講
演
会
や
協
議
会
の
実
施

・
保
護
者
参
加
型
の
授
業
公
開
（
児
童
生
徒
と
の
対
話
・
意
見

交
換
、
授
業
参
観
者
の
グ
ル
ー
プ
協
議
な
ど
）

（
２
）
道
徳
の
授
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
協
力
を
得
る
工
夫

【
例
】

・
授
業
実
施
前
に
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
児
童
生
徒
へ
の

手
紙
等
の
協
力
依
頼

・
青
少
年
団
体
、
福
祉
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
、
伝
統
文
化
継
承

者
な
ど
、
地
域
や
社
会
で
活
躍
す
る
人
々
の
授
業
へ
の
協
力

及
び
人
材
リ
ス
ト
の
作
成

39

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の
強
化
の
工
夫
（
富
岡
市
立
南
中
学
校
の
実
践
）

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の
強
化
の
工
夫
（
富
岡
市
立
南
中
学
校
の
実
践
）

②
日
々
の
実
践
、
生
徒
の
感
想
や

家
庭
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
を

載
せ
た
「
M

yハ
ー
ト
通
信
」
の
発
行

毎
月

19
日
を
家
庭
に
お
け
る
「
道
徳
の
日
」
に

①
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
関
連
資
料

を
「
私
た
ち
の
道
徳
」
な
ど
か
ら
選
ん

で
提
供
し
、
親
子
で
話
題
に
す
る
機

会
を
設
定

・
保
護
者
の
道
徳
教
育
へ
の

関
心
と
期
待
の
高
ま
り

・
学
校
と
家
庭
の
信
頼
関
係
の

深
ま
り

そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３

そ
の
４

そ
の
５

全
体

計
画

、
年

間
指

導
計

画
の

整
備

家
庭

や
地

域
社

会
と
の

連
携

道
徳

の
時

間
の

評
価

道
徳

の
時

間
の

授
業

改
善

道
徳
の
時
間
の
指
導
体
制
の
充
実

教
科

化
に
向

け
て
取

り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
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